
地
球
が
温
暖
化
に
あ
え
い

で
い
る
。
北
極
海
の
氷
域
は

狭
ま
り
、
南
太
平
洋
の
島
々

は
水
没
の
お
そ
れ
も
。
大
型

台
風
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
な
ど
の

異
常
気
象
。
日
本
も
昨
夏
、

最
高
気
温
の
記
録
を
更
新
し

亜
熱
帯
化
が
進
む
。
地
球
は

ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。

２１
世
紀
は
「
環
境
の
世
紀
」。

今
、
必
要
な
の
は
地
球
温
暖

化
対
策
だ
。
真
摯
な
エ
コ
へ

の
取
り
組
み
で
あ
る
。

７
月
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
（
主
要
国
首
脳
会

議
）
は
、
温
暖
化
問
題
が
最

大
の
焦
点
に
な
る
。
京
都
議

定
書
に
続
く
１３
年
以
降
の
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
つ
い

て
、
議
長
国
日
本
が
世
界
に

具
体
策
を
示
せ
る
か
が
問
わ

れ
る
。
政
府
は
２
月
、
有
識

者
に
よ
る
「
地
球
温
暖
化
問

題
に
関
す
る
懇
談
会
」
の
設

置
を
発
表
し
た
。
京
都
議
定

書
の
目
標
達
成
に
向
け
た
具

体
策
や
排
出
権
取
引
制
度
導

入
な
ど
を
議
論
す
る
。

電
力
や
鉄
鋼
業
界
か
ら
も

メ
ン
バ
ー
が
入
り
、
期
待
を

集
め
る
。
現
実
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
係
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
が
圧
倒
的
に
多
い
。

個
人
が
省
エ
ネ
や
エ
コ
問
題

に
必
死
に
取
り
組
ん
で
も
効

果
は
す
ぐ
上
が
ら
な
い
。
し

か
し
、
個
人
誰
も
が
高
い
エ

コ
意
識
を
持
つ
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
あ
る
。

「
そ
れ
な
ら
地
域
が
ま
と

ま
っ
て
エ
コ
問
題
に
取
り
組

も
う
」
と
、
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
個
人
も
企
業
も
一
緒
に

環
境
問
題
に
立
ち
向
う
地
域

が
あ
る
。
「
た
は
ら
エ
コ
・

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
」
を

掲
げ
る
愛
知
県
田
原
市
だ
。

地
元
は
「
環
境
共
生
型
ま
ち

づ
く
り
」
と
う
た
っ
て
積
極

的
に
情
報
を
発
信
し
、
全
国

か
ら
視
察
が
絶
え
な
い
。

太
平
洋
に
突
き
出
た
常
春

の
渥
美
半
島
、
５
０
０
年
の

歴
史
あ
る
城
下
町
を
舞
台

に
、
市
と
住
民
と
企
業
が
協

力
し
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
る
。

国
土
交
通
省
は
０４
年
、
こ

の
構
想
を
「
環
境
行
動
計
画

モ
デ
ル
地
区
」
に
選
定
し
、

同
省
中
部
地
方
整
備
局
も
、

昨
年
の
日
本
風
景
街
道
の
登

録
を
受
け
て
改
め
て
注
目
。

島
崎
藤
村
の
「
椰
子
の
実
」

で
有
名
な
半
島
の
先
端
・
伊

良
湖
岬
か
ら
静
岡
県
境
に
続

く
国
道
４２
号
の
沿
道
は
、
菜

の
花
を
活
用
し
た
街
道
風
景

を
創
出
し
、
廃
食
用
油
燃
料

化
で
作
っ
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
･

デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
フ
ュ
ー
エ
ル
）

を
普
及
さ
せ
、
環
境
に
配
慮

し
た
車
走
行
を
目
指
す
な

ど
、様
々
な
試
行
を
続
け
る
。

豊
か
な
自
然
環
境
を
利
用

し
た
風
力
発
電
、
太
陽
光
発

電
な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
、
促
進
へ
の
取
り
組
み
、

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
、

循
環
型
社
会
実
現
へ
の
挑
戦

は
目
覚
ま
し
い
。

エ
コ
へ
の
積
極
的
な
施
策

で
全
国
の
関
心
を
集
め
る
先

進
モ
デ
ル
地
区
、
環
境
共
生

都
市
「
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
」
を
見
た
。

特集 地球温暖化対策

愛知県田原市の試み

日本風景街道

セミナー「社会起業で再チ

ャレンジ」

西村明宏・内閣府大臣政務

官に聞く

特集 駅ナカ記念館１２選

国土学事始め

話題の道の駅／道アンケート

全国グリーン・ツーリズム

ネットワーク

読者の声

プレゼント／クイズ

1～3

4/5

６

7

8/9

10

11

12/13

14

１５
http://www.route-press２１st.jp

地域一丸「たはらエコ・ガーデンシティ」

待
っ
た
な
し

地
球
温
暖
化
対
策

ホームページを刷新！ どしどしアクセスを

INDEX

渥
美
半
島
は
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
風
が
強
い

第１７号

愛
知
県
田
原
市
は
風
、
太
陽
光
、
遊
休
農
地
な
ど
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
。
伊
勢
湾
に
面
し
た
小
中
山
町
の
西
ノ
浜
に
は
渥
美
風
力
開
発
の
風
力
発
電

（
１
５
０
０
㌔
㍗
）の
風
車
が
５
基
、
力
強
く
廻
っ
て
い
る
。
主
な
農
産
物
は
キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
メ
ロ
ン
な
ど
。
農
業
産
出
額
は
全
国
１
位
だ
が
、

市
は
遊
休
地
に
菜
の
花
を
植
え
る
「
エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

（
撮
影
・
新
藤
健
一
）
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福
田
康
夫
首
相
は
１
月
、

ス
イ
ス
の
ダ
ボ
ス
で
開
か
れ

た
「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
年
次
総
会
（
通
称
ダ

ボ
ス
会
議
）
に
出
席
し
、
７

月
に
日
本
で
開
く
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
議
長
と
し

て
演
説
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
地
球
環
境

問
題
が
主
要
議
題
と
な
る
た

め
、
温
暖
化
対
策
を
テ
ー
マ

に
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
（
１３

年
以
降
）
の
枠
組
み
に
つ
い

て
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
に
は
、
国
別
総
量
目
標

を
掲
げ
て
取
り
組
み
た
い
」

と
、
数
値
目
標
設
定
を
表
明

し
た
。
同
時
に
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
を
２０
年
ま
で
に
世
界

全
体
で
３０
％
上
げ
る
こ
と

を
、
世
界
の
共
有
目
標
に
し

よ
う
」
と
訴
え
た
。
特
に
、

産
業
別
の
削
減
方
式
「
セ
ク

タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
関

心
が
集
ま
っ
て
い
る
。

今
年
は
京
都
議
定
書
に
よ

る
、
目
標
達
成
の
約
束
期
間

が
ス
タ
ー
ト
し
、
地
球
温
暖

化
問
題
の
解
決
に
世
界
先
進

各
国
が
本
格
的
に
動
き
出
す

年
。
サ
ミ
ッ
ト
の
議
長
国
だ

け
に
、
京
都
議
定
書
に
続
く

１３
年
以
降
の
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
へ
の
、
日
本
の
姿
勢
が

問
わ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
日
本
の
現
状
は
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
が
目
標

の
６
％
削
減
と
は
逆
に
、
６

・
４
％
増
え
て
い
る
の
が
実

情
。
福
田
首
相
も
国
会
で「
目

標
達
成
は
相
当
に
難
し
い
」

と
認
め
な
が
ら
、
同
時
に「
何

と
し
て
で
も
達
成
す
る
」
と

答
弁
し
て
い
る
。

一
方
で
、
環
境
省
と
経
済

産
業
省
は
先
に
、
京
都
議
定

書
の
目
標
達
成
計
画
の
見
直

し
を
検
討
す
る
合
同
審
議
会

で
「
産
業
界
の
自
主
行
動
計

画
の
強
化
な
ど
追
加
対
策
を

進
め
れ
ば
目
標
達
成
は
可

能
」
と
報
告
を
ま
と
め
た
。

報
告
は
「
既
存
の
対
策
だ
け

で
は
１０
年
度
の
排
出
量
は
Ｃ

Ｏ
２

換
算
で
目
標
を
２
２
０

０
万
～
３
６
０
０
万
㌧
上
回

る
」
と
推
計
す
る
が
、
追
加

対
策
実
施
で
３
７
０
０
万
㌧

以
上
を
排
出
削
減
出
来
る
と

し
て
「
京
都
議
定
書
の
目
標

達
成
は
可
能
」
と
し
た
。

こ
の
た
め
首
相
官
邸
は
２

月
、
目
標
達
成
に
向
け
た
具

体
策
な
ど
を
議
論
す
る
、
有

識
者
に
よ
る
「
地
球
温
暖
化

問
題
に
関
す
る
懇
談
会
」
設

置
を
決
め
た
。
国
や
企
業
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
枠
を

設
定
し
て
権
利
を
売
買
す
る

「
排
出
権
取
引
制
度
」
の
導

入
検
討
な
ど
、
多
様
な
提
言

を
し
て
も
ら
う
。

メ
ン
バ
ー
に
は
、
勝
俣
恒

久
東
京
電
力
社
長
や
三
村
明

夫
新
日
鉄
社
長
ら
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
多
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
係
業
界
か
ら
も
選

ば
れ
た
。
従
来
「
排
出
削
減

対
策
が
業
界
ま
か
せ
で
は
目

標
達
成
は
不
可
能
」
な
ど
、

政
府
の
姿
勢
に
批
判
や
疑
問

の
声
が
出
て
い
た
。

座
長
は
前
日
本
経
団
連

会
長
の
奥
田
碩
ト
ヨ
タ
自

動
車
相
談
役
と
み
ら
れ
、
懇

談
会
の
提
言
が
注
目
さ
れ

る
。

日
本
有
数
の
清
流
で
有
名
な
四

万
十
川
は
、
高
知
県
西
北
部
に
源

を
発
し
し
ば
ら
く
南
下
す
る
が
、

や
が
て
行
く
手
を
阻
ま
れ
て
西
に

向
か
い
、
蛇
行
を
繰
り
返
し
な
が

ら
進
ん
だ
後
、
愛
媛
県
境
に
近
い

江
川
崎
付
近
で
再
び
向
き
を
変
え

南
下
、
旧
中
村
市
の
先
で
太
平
洋

に
注
ぐ
四
国
屈
指
の
大
河
で
あ

る
。四

万
十
川
を
初
め
て
見
た
の
は

高
校
３
年
の
春
、
大
学
入
試
が
終

わ
り
合
格
発
表
ま
で
の
間
に
四
国

一
周
旅
行
を
計
画
し
た
時
だ
。
そ

の
頃
土
讃
線
と
予
讃
線
を
結
ぶ
予

土
線
は
未
完
成
で
、
窪
川
と
江
川

崎
間
は
国
鉄
バ
ス
が
つ
な
い
で
い

た
。
窪
川
か
ら
バ
ス
に
乗
る
と
、

蛇
行
す
る
川
に
沿
っ
て
く
ね
く
ね

し
た
道
を
進
ん
で
行
く
。
こ
れ
が

四
万
十
川
の
上
流
部
だ
が
、
当
時

は
清
流
な
ど
珍
し
く
な
い
し
、
目

的
は
江
川
崎
か
ら
宇
和
島
行
き
ロ

ー
カ
ル
線
に
乗
る
こ
と
だ
か
ら
興

味
も
な
か
っ
た
。

四
万
十
川
が
有
名
に
な
っ
て
か

ら
、
四
万
十
観
光
の
中
心
都
市
中

村
を
二
度
ほ
ど
訪
ね
た
。
古
く
か

ら
の
伝
統
あ
る
落
ち
着
い
た
街

で
、
こ
こ
ま
で
来
る
と
四
万
十
川

も
大
河
の
趣
が
あ
る
。
夕
方
、
屋

形
船
に
乗
っ
て
の
遊
覧
は
素
晴
ら

し
い
し
、
大
き
な
川
え
び
の
プ
リ

プ
リ
し
た
唐
揚
げ
は
絶
品
だ
。
眼

が
赤
い
こ
と
か
ら
「
あ
か
め
」
と

呼
ば
れ
る
大
き
な
淡
水
魚
も
珍
し

い
。中

村
の
街
か
ら
遡
っ
て
中
流
部

ま
で
行
く
と
、
四
万
十
名
物
の
沈

下
橋
が
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。
沈
下

橋
と
は
、
橋
の
欄
干
が
な
く
大
雨

の
と
き
に
水
が
抵
抗
な
く
橋
を
乗

り
越
え
て
流
れ
る
よ
う
に
作
ら
れ

た
橋
と
い
う
。
小
川
で
は
欄
干
の

な
い
橋
も
珍
し
く
な
い
が
、
四
万

十
川
は
中
流
部
と
は
い
え
か
な
り

の
川
幅
だ
。
都
市
で
あ
れ
ば
親
た

ち
か
ら
子
供
が
危
険
だ
か
ら
欄
干

を
作
れ
と
い
う
意
見
が
出
る
の
で

は
、
と
余
計
な
心
配
を
し
た
も
の

だ
。四

万
十
の
最
近
の
話
題
は
市
町

村
合
併
に
伴
う
地
名
問
題
だ
。
初

め
は
四
万
十
流
域
全
市
町
村
の
合

併
を
目
指
し
た
が
、
最
終
的
に
旧

中
村
市
を
中
心
と
す
る
中
下
流
部

は
四
万
十
市
、
上
流
部
は
四
万
十

町
と
い
う
奇
妙
な
形
に
な
っ
た
。

読
売
新
聞
の
片
岡
正
人
氏
が
「
市

町
村
合
併
で
地
名
を
殺
す
な
」
と

い
う
面
白
い
本
を
書
い
て
お
り
、

感
心
し
な
い
地
名
の
一
つ
に
挙
げ

て
い
る
が
同
感
だ
。
私
の
経
済
企

画
庁
時
代
の
同
僚
が
故
郷
の
中
村

に
帰
り
、
中
村
市
長
か
ら
現
在
は

四
万
十
市
長
に
な
っ
て
い
る
。
い

ず
れ
彼
の
意
見
も
聞
い
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

◆
京
都
議
定
書
◆

気
候
変
動
枠
組
み
条
約

第
３
回
締
約
国
会
議
（
地

球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議

∥
１
９
９
７
年
）
で
採

択
。
温
室
効
果
ガ
ス
と
さ

れ
る
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ

ン
な
ど
６
種
類
の
排
出
ガ

ス
を
対
象
に
０８
～
１２
年
の

５
年
間
に
、
先
進
国
の
排

出
量
で
法
的
拘
束
力
の
あ

る
数
値
目
標
を
国
ご
と
に

設
定
。
９０
年
を
基
準
年
と

し
、
日
本
６
％
、
米
国
７

％
、
Ｅ
Ｕ
８
％
な
ど
国
別

目
標
を
定
め
、
先
進
国
全

体
で
５
％
以
上
の
削
減
を

義
務
づ
け
た
。

排
出
量
取
引
、
ク
リ
ー

ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
な

ど
、
国
際
協
調
の
中
で
目

標
を
達
成
す
る
仕
組
み
も

導
入
。
し
か
し
、
排
出
量

世
界
１
位
で
７
％
削
減
が

目
標
の
米
国
が
０１
年
に
離

脱
、
２
位
の
中
国
は
途
上

国
扱
い
で
削
減
義
務
を
負

わ
な
い
な
ど
問
題
が
あ

り
、
１３
年
以
後
の
ポ
ス
ト

京
都
議
定
書
の
新
た
な
枠

組
み
作
り
が
、
世
界
の
関

心
を
集
め
て
い
る
。

◆
地
球
温
暖
化
◆

地
球
の
気
温
が
上
昇
す

る
現
象
。
主
な
原
因
は
温

室
効
果
ガ
ス
の
増
加
と
い

わ
れ
る
。
国
連
に
は
世
界

各
国
の
研
究
者
に
よ
る

「
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）
」
が
あ
り
「
２１
世
紀

末
に
地
球
の
気
温
は
最
大

５
・
８
度
上
昇
す
る
」
と

予
測
を
発
表
し
た
。
南
極

の
氷
山
融
解
な
ど
で
海
面

が
上
昇
、
島
国
が
水
没
し

た
り
、
熱
帯
性
の
感
染
症

が
拡
大
、
農
業
生
産
量
の

減
少
で
食
糧
危
機
を
招
く

な
ど
、
影
響
が
予
想
さ
れ

る
。

海
上
へ
の

大
規
模
な
油

流
出
事
故
が

昨
年
暮
れ
、

立
て
続
け
に

起

き

ま

し

た
。
１１
月
１１

日
に
ロ
シ
ア

の
黒
海
と
ア

ゾ
フ
海
を
つ

な
ぐ
ケ
ル
チ

海
峡
で
、
暴

風
雨
の
た
め

タ
ン
カ
ー
か

ら
座
礁
し
１

０
０
０
㌔
㍑

を
超
え
る
油

が
漏
れ
、
１２

月
７
日
に
は

韓
国
の
泰
安

沖
８
㌔
㍍
で

１５
万
㌧
級
の

タ
ン
カ
ー
と

ク
レ
ー
ン
船

が
衝
突
、
原

油
１
万
２
０

０
０
㌔
㍑
が

流
出
し
た
の
で
す
。

韓
国
で
流
出
し
た
油
の
量

は
、
１
９
９
７
年
に
日
本
海

・
福
井
沖
で
発
生
し
た
ナ
ホ

ト
カ
号
の
２
倍
に
及
ぶ
大
規

模
な
も
の
で
す
。
当
研
究
所

は
韓
国
海
洋
研
究
院
と
合
同

で
調
査
団
を
編
成
し
、
１２
月

２０
日
か
ら
２２
日
に
か
け
て
現

地
に
赴
き
ま
し
た
。
泰
安
付

近
は
日
本
な
ら
天
橋
立
か
熱

海
海
岸
と
い
っ
た
風
光
明
媚

な
白
砂
青
松
の
リ
ゾ
ー
ト

地
。
海
上
で
あ
ま
り
回
収
で

き
ず
、
多
く
の
油
が
漂
着
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

我
が
国
は
韓
国
政
府
の
要

請
を
受
け
て
緊

急
援
助
隊
を
出

動
さ
せ
、
世
界

各
国
も
支
援
の

手
を
差
し
伸
べ

ま
し
た
。
懸
命

な
回
収
作
業
が

進
む
中
、
現
地

で
の
驚
き
と
感

服
は
、
韓
国
国

民
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
し

た
。
我
々
が
現

地
を
訪
れ
た
時

は
、
発
生
か
ら

２
週
間
近
く
経

っ
て
い
ま
し

た
。
写
真
の

よ
う
に
、
岩

礁
部
に
は
多

く
の
油
が
付

着
し
て
油
の

臭
い
が
立
ち

こ
め
て
い
ま

し
た
。

政
府
な
ど

の
呼
び
掛
け

で
、
各
地
か

ら
老
若
男
女

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
バ
ス
を

仕
立
て
て
現
地
に
集
結
、
総

出
で
除
去
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
発
生
か
ら
２

カ
月
間
で
１
０
０
万
人
（
ナ

ホ
ト
カ
号
は
３
カ
月
で
２８
万

人
）
を
超
え
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
将
来
を
背
負
う
若
者

た
ち
が
、
実
際
に
雑
巾
な
ど

で
岩
に
着
い
た
油
を
一
心
不

乱
に
ふ
き
取
る
姿
か
ら
「
自

分
た
ち
の
国
土
は
自
分
た
ち

で
守
り
、
磨
き
上
げ
る
」
と

い
う
国
土
愛
が
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
り
ま
し
た
。

油
流
出
に
よ
る
自
然
破
壊

の
悲
惨
さ
と
回
収
作
業
の

甚
大
さ
を
改
め
て
目
の
当
た

り
に
し
、
原
油
輸
入
大
国
の

我
が
国
の
危
機
管
理
体
制

の
強
化
と
、
果
敢
に
立
ち
向

か
っ
た
韓
国
国
民
の
愛
国
心

を
強
く
感
じ
た
事
故
で
し

た
。

（
独
）
港
湾
空
港
技
術
研
究

所

施
工
・
制
御
技
術
部
長

八
尋

明
彦

油
が
漂
着
し
た
海
岸
（
韓
国
海
洋
研
究
院

よ
り
入
手
）

洞爺湖サミットが開かれるホテル

ダボス会議で演説する福田首相

７
月
に
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催

問
わ
れ
る
議
長
国
責
任

原
油
輸
入
大
国
・
日
本
に
警
鐘

国民生活センター顧問

糠谷 真平

四
万
十
の「
市
」と「
町
」

〝
泰
安
の
奇
跡
〟
と
呼
ば
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
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渥
美
半
島
は
、
太
平
洋
と

三
河
湾
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊

か
な
環
境
に
あ
る
が
、
田
原

市
環
境
部
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

に
よ
る
と
、
９０
年
代
に
地
域

の
産
業
化
が
進
む
に
つ
れ
、

水
質
の
汚
濁
や
農
地
荒
廃
な

ど
、
環
境
悪
化
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
。

そ
こ
で
市
は
、
９５
年
度
に

田
原
市
環
境
保
全
計
画
を
策

定
。
９８
年
度
に
「
自
然
環
境

と
調
和
し
た
豊
か
な
生
活
創

造
」
を
基
本
理
念
に
「
た
は

ら
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
定
め
、
環
境
保

全
の
た
め
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
や
、
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
を
始
め
た
。

今
、
市
と
住
民
と
企
業
が

協
力
し
「
た
は
ら
エ
コ
・
ガ

ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
」
と
い

う
環
境
共
生
型
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
。
具
体
策
と
し
て
、

７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
し
て
い
る
。

①
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
②
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
③
エ
コ
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

④
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
⑤
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⑥
グ
リ

ー
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
⑦
エ
コ
・
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
…

…
の
７
つ
で
あ
る
。

代
表
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

い
く
つ
か
見
て
み
よ
う
。

【
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
】

遊
休
農
地
の
活
用
を
図
ろ

う
と
、
００
年
か
ら
菜
の
花
な

ど
景
観
作
物
を
栽
培
す
る

「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
。
０３
年
以
来
、
菜
の

花
か
ら
収
穫
し
た
菜
種
で
ナ

タ
ネ
油
を
作
り
、
学
校
給
食

な
ど
で
使
い
始
め
た
。
使
用

後
の
廃
食
用
油
を
Ｂ
Ｄ
Ｆ

（
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・

フ
ュ
ー
エ
ル
）
と
呼
ば
れ
る

燃
料
に
再
生
。
循
環
型
サ
イ

ク
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
発

展
。菜

の
花
の
栽
培
面
積
は
０６

年
度
実
績
で
、
景
観
用
８
・

４
㌶
、
菜
種
油
用
３
・
５

㌶
。
廃
食
用
油
を
再
生
し
た

Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
年
間
約
４
０
０
０

㍑
を
生
産
し
た
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ

は
、
排
気
ガ
ス
の
黒
煙
が
軽

油
よ
り
３０
％
少
な
い
▽
酸
性

雨
の
原
因
と
な
る
硫
黄
化
酸

化
物
の
排
出
量
は
ゼ
ロ
に
等

し
い
▽
軽
油
同
等
の
走
行
性

が
あ
る
▽
特
別
な
改
造
な
し

で
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

に
使
用
可
能
、
な
ど
優
れ
た

特
性
が
あ
る
。
市
は
代
替
燃

料
と
し
て
公
用
車
２
台
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
１
台
を
走
ら
せ

て
い
る
。

将
来
は
、
一
般
家
庭
か
ら

廃
食
油
を
回
収
し
、
市
内
循

環
の
「
ぐ
る
り
ん
バ
ス
」
の

燃
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

も
計
画
し
て
い
る
。
∥
４
、

５
面
に
関
連
記
事
。

【
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

市
の
自
慢
は
１
０
０
億
円

を
か
け
て
完
成
し
た
ゴ
ミ
処

理
場
「
炭
生
館
」
だ
。
昭
和

６０
年
代
に
建
設
さ
れ
た
「
田

原
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」

の
老
朽
化
に
伴
い
０５
年
に
田

原
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

「
炭
生
館
」
を
建
設
し
た
。

炭
生
館
で
は
、
一
般
廃
棄

物
の
可
燃
ゴ
ミ
を
蒸
し
焼
き

に
し
（
炭
化
処
理
）
、
出
来

上
が
っ
た
炭
化
物
は
化
石
燃

料
の
代
替
燃
料
と
し
て
再
利

用
す
る
。

施
設
は
清
潔
で
、
ゴ
ミ
処

理
場
な
の
に
臭
い
が
全
く
な

い
。
ゴ
ミ
を
炭
に
変
え
る
最

先
端
施
設
の
稼
働
エ
ネ
ル
ギ

ー
も
風
力
発
電
だ
。
家
畜
の

排
せ
つ
物
を
堆
肥
化
す
る

「
エ
コ
セ
ン
タ
ー
」
も
０３
年

か
ら
稼
働
し
て
い
る
。

【
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

環
境
負
荷
の
少
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
学
校
や
集
会
所
、

公
園
な
ど
の
公
共
施
設
に
風

力
発
電
や
太
陽
光
発
電
な
ど

を
導
入
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
推
進
す
る
。

風
力
発
電
は
、
渥
美
半
島

特
有
の
強
風
を
利
用
し
て
国

内
最
高
水
準
の
風
況
と
稼
働

実
績
を
誇
る
。
０７
年
現
在
、

市
内
に
は
４１
基
、
約
４
万
７

３
０
０
㌔
㍗
の
風
力
発
電
施

設
が
あ
る
。

市
の
自
慢
は
、
蔵
王
山
展

望
台
に
設
置
し
た
３
０
０
㌔

㍗
の
風
力
発
電
装
置
だ
。
蔵

王
山
は
市
内
の
離
れ
た
場
所

か
ら
も
よ
く
見
え
、
風
車
は

市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
役
割

も
果
た
す
。
年
間
平
均
風
速

毎
秒
８
・
３
㍍
の
好
条
件
。

設
備
利
用
率
は
約
３５
％
と
二

酸
化
炭
素
削
減
に
貢
献
し
て

い
る
、
と
自
負
す
る
。

豊
富
な
日
射
量
を
生
か
し

た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
も
進
む
。
公
共
施
設
に

は
５０
基
２
５
０
㌔
㍗
の
太
陽

光
発
電
装
置
が
設
置
さ
れ
、

一
般
家
庭
も
含
め
市
内
全
体

の
設
置
状
況
は
０７
年
末
で
５

３
３
件
、
２
３
０
０
㌔
㍗
に

も
な
る
。
９９
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
市
の
補
助
制
度
（
１
㌔

㍗
あ
た
り
１５
万
円
、
上
限
６０

万
円
）
も
施
設
の
導
入
促
進

へ
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

◇

◇

半
島
中
央

の
海
沿
い
に

あ
る
道
の
駅

「
め
っ
く
ん

は
う
す
」
で

も
、
観
光
案

内
看
板
の
照

明
用
に
小
型

の
風
力
・
太

陽
光
発
電
を

設
置
し
て
い

る
ほ
か
、
中

部
電
力
や
ト

ヨ
タ
自
動
車

田
原
工
場
な

ど
企
業
も
、

風
力
発
電
や

太
陽
光
発
電

な
ど
を
自
社
施
設
に
積
極
的

に
取
り
入
れ
「
地
域
と
共
存

す
る
」
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
開
発
が
実
現
。

市
環
境
部
エ
コ
エ
ネ
推
進

室
は
、
廃
食
用
油
燃
料
Ｂ
Ｄ

Ｆ
の
活
用
や
ゴ
ミ
か
ら
燃
料

を
作
る
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、

工
夫
を
こ
ら
し
た
環
境
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
「
環
境

共
生
型
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、
積
極
的
に
情
報
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

２
月
初
旬
。
渥
美
半
島
に
田
原
市
を
訪
ね
た
。

太
平
洋
岸
は
片
浜
十
三
里
に
並
走
し
て
国
道
４２

号
。太
平
洋
岸
自
転
車
道
も
あ
り
、街
道
沿
い
は
、

既
に
菜
の
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
た
。
あ
ち
こ
ち
に

大
き
な
風
車
が
見
え
る
。
豊
か
な
自
然
を
利
用
し

た
風
力
発
電
の
風
景
だ
。
家
々
の
屋
根
に
は
太
陽

光
発
電
の
パ
ネ
ル
も
多
く
「
環
境
共
生
型
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る
市
の
面
目
躍
如
で
あ
る
。
「
た

は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
」
。
住
民
、

企
業
と
一
体
に
な
っ
た
、
田
原
市
の
試
み
を
紹
介

す
る
。

カ
ー
ナ
ビ
で

ル
ー
ト
検
索
を

行
う
場
合
、
一

般
的
に
は
目
的

地
ま
で
の
最
短

経
路
が
選
択
さ

れ
る
た
め
、
中

に
は
カ
ー
ブ
が

連
続
す
る
区
間

が
含
ま
れ
る
な

ど
、
必
ず
し
も

走
り
や
す
い
道

路
が
選
択
さ
れ

る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
所
要
時

間
よ
り
も
む
し

ろ
安
心
し
て
運

転
で
き
る
走
り

や
す
い
道
路
を

利
用
し
た
い
と

い
う
ニ
ー
ズ
を

満
た
す
た
め
、

走
り
や
す
さ
を

考
慮
し
た
経
路

検
索
が
可
能
な

カ
ー
ナ
ビ
を
開
発
し
よ
う

と
、
平
成
２０
年
度
の
対
応
カ

ー
ナ
ビ
の
実
用
化
を
目
標

に
、
現
在
、
国
土
交
通
省
国

土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
と

民
間
企
業
で
共
同
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
カ

ー
ナ
ビ
の
高
度
化
は
Ｉ
Ｔ
Ｓ

（
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ

ム
）
の
開
発
分
野
の
ひ
と
つ

で
も
あ
り
、
走
り
や
す
い
道

路
の
利
用
を
促
す
こ
と
で
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
心
感
の
向

上
な
ど
、
安
全
運
転
に
も
役

立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。道

路
の
走
り
や
す
さ
の
ラ

ン
ク
付
け
は
、
す
で
に
「
道

路
の
走
り
や
す
さ
マ
ッ
プ
」

と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

平
成
１７
年
９
月
に
公
表
さ
れ

た
九
州
全
域
版
を
皮
切
り

に
、
現
在
は
、
全
国
版
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
通
の

地
図
は
、
国
道
や
県
道
、
市

道
な
ど
道
路
の
種
類
に
応
じ

て
色
分
け
さ
れ
た
も
の
が
一

般
的
で
す
が
、
「
道
路
の
走

り
や
す
さ
マ
ッ
プ
」
と
は
、

道
路
の
幅
、
カ
ー
ブ
の
き
つ

さ
、
歩
道
と
車
道
の
分
離
状

況
な
ど
に
よ
り
、
６
種
類
に

色
分
け
し
た
も
の
で
あ
り
、

走
り
や
す
さ
を
ひ
と
目
で
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
道
路
の
走
り

や
す
さ
マ
ッ
プ
」
を
ベ
ー
ス

と
し
た
ル
ー
ト
検
索
サ
イ
ト

と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
「
道
路
の
走
り

や
す
さ
ナ
ビ
」
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
走
り

や
す
さ
を
考
慮
し
た
経
路
検

索
の
み
な
ら
ず
、
沿
道
の「
道

の
駅
」、
観
光
地
等
の
情
報
、

さ
ら
に
は
経
路
検
索
結
果
に

表
示
さ
れ
て
い
る
路
線
の
写

真
な
ど
も
見
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
現
在
提
供
中
の
も
の

は
九
州
限
定
版
で
す
が
、
こ

れ
を
ご
利
用
頂
い
た
方
か
ら

様
々
な
ご
意
見
を
募
り
、
冒

頭
の
対
応
カ
ー
ナ
ビ
の
開
発

に
も
役
立
て
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
国
土
交
通
省
道
路
局
道
路

交
通
管
理
課
高
度
道
路
交
通

シ
ス
テ
ム
推
進
室
長

塚
田

幸
広
）

あちこちの公共施設には、大きな

太陽光パネルが設置されている

ゴミ処理・処分事業の説明図

愛
知
県
田
原
市
の
試
み

三河港には風力発電の風車がずらりと立ち並ぶ

市
と
住
民
、企
業
が
協
力

７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

田原リサイクルセンターの仕組みを

説明する炭生館の洞谷幸徳館長

ＢＤＦ燃料化装置の一部
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も
故
郷
の
お
役
に
立
て
ば
」

と
、
積
極
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
加

わ
っ
た
。
「
近
趣
近
縁
。
人

生
の
後
半
は
会
社
社
会
の
上

下
関
係
で
な
く
気
の
合
っ
た

同
士
、
本
来
の
人
生
を
過
ご

し
た
い
。
残
り
少
な
い
人
生

を
楽
し
ま
な
け
れ
ば
」
と
考

え
た
。

▼
通
り
の
活
性
化
、
道
路

か
ら
８
㍍
後
退

田
原
の
城
下
町
は
５
０
０

年
の
歴
史
を
持
つ
だ
け
に
、

旧
市
内
の
街
並
み
は
複
雑

だ
。
そ
の
一
画
に
整
然
と
し

た
街
並
み
が
開
け
た
。
旭
町

「
は
な
と
き
通
り
」
の
カ
フ

ェ
「
い
と
う
屋
」
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
は
「
菜
の
花
」
展
が

開
か
れ
て
い
た
。
オ
ー
ナ
ー

の
伊
藤
明
弘
さ
ん
（
５４
）
は

永
ら
く
通
り
の
活
性
化
を
考

え
て
き
た
。

８５
年
３
月
、
田
原
町
は
広

域
商
業
診
断
を
実
施
。
商
店

街
が
立
ち
上
が
り
都
市
計
画

道
路
の
整
備
（
幅
６
㍍
の
道

路
を
２０
㍍
に
拡
幅
）
に
合
わ

せ
た
商
店
街
作
り
が
始
ま
っ

た
。
当
時
の
建
設
省
は
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
事
業
と

合
わ
せ
「
旭
町
は
な
と
き
通

り
」
の
整
備
事
業
を
行
っ

た
。

「
私
た
ち
は
地
域
づ
く
り

が
大
事
で
そ
の
永
続
性
を
求

め
て
い
ま
す
。
市
が
エ
コ
・

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ー
構
想
を

考
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
５

年
が
か
り
で
地
元
を
説
得
し

ま
し
た
」
。
伊
藤
さ
ん
は
菜

の
花
を
前
に
語
っ
た
。

民
有
地
部
分
を
８
・
２
㍍

後
退
さ
せ
、
店
舗
の
建
て
替

え
を
図
り
な
が
ら
、
空
間
や

隣
地
境
界
部
分
に
多
目
的
広

場
を
設
け
る
な
ど
、
ゆ
と
り

あ
る
空
間
整
備
に
挑
戦
。
伊

藤
さ
ん
も
思
い
切
っ
て
自
分

の
店
を
道
路
か
ら
８
㍍
奥
に

後
退
さ
せ
近
隣
に
も
呼
び
か

け
た
。

整
備
前
の
道
路
幅
員
は
６

㍍
で
、
車
が
駐
車
す
る
と
対

面
交
通
に
も
支
障
が
出
る
状

況
だ
っ
た
。
「
私
も
３
５
０

万
円
を
個
人
負
担
し
ま
し

た
。
自
分
が
切
腹
覚
悟
で
や

ら
な
い
と
人
は
動
か
な
い
。

町
の
活
性
化
は
切
り
口
を
ど

う
す
る
か
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
行
政
は
動

か

な

い
」。故

郷
を
愛
す
る
伊
藤
さ
ん

の
情
熱
が
地
域
を
動
か
し

た
。
こ
の
通
り
の
英
断
は

今
、
全
国
の
商
店
街
の
注
目

を
集
め
て
い
る
。

早
い
も
の
で
今
年
は
渥
美
清

さ
ん
の
１３
回
忌
。
店
の
椅
子
に

腰
掛
け
、
柴
又
帝
釈
天
の
参
道

を
眺
め
な
が
ら
出
番
を
待
っ
て

い
ら
し
た
姿
が
目
に
浮
か
び
ま

す
。
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、

お
な
じ
み
の
髙
木
屋
の
お
団
子

で
す
」
と
茶
目
っ
気
た
っ
ぷ
り

に
売
り
子
を
し
て
下
さ
っ
た
こ

と
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の

ロ
ケ
中
、
お
化
粧
や
衣
装
替
え

に
座
敷
を
お
貸
し
し
た
の
が
ご

縁
の
始
ま
り
。
皆
さ
ん
が
冷
え

た
お
弁
当
を
食
べ
る
の
を
見
て

う
ち
で
お
昼
を
用
意
す
る
こ
と

に
し
た
ん
で
す
。
せ
め
て
温
か

い
物
を
食
べ
て
下
さ
い
っ
て
。

「
し
っ
か
り
食
べ
な
い
と
働
け

な
い
よ
」
は
祖
母
の
口
癖
。
従

業
員
の
賄
い
の
つ
い
で
、
大
し

た
手
間
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

私
、
祖
母
譲
り
で
世
話
好
き
な

ん
で
す
よ
。

ロ
ケ
初
日
は
総
勢
４０
人
分
、

大
ヒ
ッ
ト
を
祈
願
し
て
お
赤
飯

と
尾
頭
付
き
。
二
日
目
か
ら
は

焼
き
魚
や
煮
物
、
旬
の
小
鉢
、

漬
物
な
ど
心
づ
く
し
を
約
２０
人

分
。
昔
は
近
く
に
畑
が
残
っ
て

い
て
、
ワ
ケ
ギ
の
酢
み
そ
和
え

と
か
霜
の
下
り
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
の
ご
ま
和
え
、
小
松
菜
の
み

そ
汁
と
で
き
る
だ
け
旬
の
地
の

野
菜
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
努
め
ま
し
た
。

朝
が
早
い
時
は
お
に
ぎ
り
と

み
そ
汁
を
。
撮
影
が
長
引
く
と

豚
汁
と
お
汁
粉
ど
っ
ち
が
い
い

か
聞
い
て
夜
１１
時
過
ぎ
に
差
し

入
れ
し
た
り
。
お
刺
し
身
、
筑

前
煮
、
お
で
ん
、
茶
碗
蒸
し
。

あ
れ
こ
れ
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
を

山
田
洋
次
監
督
や
渥
美
さ
ん
た

ち
が
、
お
い
し
い
と
召
し
上
が

っ
て
下
さ
る
の
が
う
れ
し
か
っ

た
。
私
の
生
き
が
い
で
し
た
。

完
成
し
た
映
画
を
見
る
と
、

ど
こ
か
で
聞
い
た
台
詞
を
「
お

ば
ち
ゃ
ん
」
が
喋
っ
て
い
た
り

食
卓
に
見
覚
え
の
あ
る
お
か
ず

が
並
ん
で
い
た
り
。
ど
の
作
品

に
も
愛
着
が
あ
り
ま
す
。
台
本

を
い
た
だ
い
て
ま
す
か
ら
、
渥

美
さ
ん
の
ア
ド
リ
ブ
を
楽
し
め

る
の
も
役
得
で
し
た
。
渥
美
さ

ん
と
い
う
方
は
折
に
ふ
れ
う
ち

の
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
て
く
れ

る
人
。
芸
も
見
事
で
す
が
、
奥

ゆ
か
し
い
立
派
な
紳
士
で
す
。

監
督
が
お
泊
ま
り
に
な
っ
た

夜
は
、
私
ど
も
と
こ
た
つ
を
囲

ん
で
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
し
た

も
の
で
す
。
主
人
（
故
・
源
七

さ
ん
）
が
ま
た
話
好
き
で
。
晩

年
は
体
調
が
す
ぐ
れ
ず
ロ
ケ
の

間
中
近
く
の
生
家
に
移
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
兄
嫁
の
作

る
お
か
ゆ
が
「
う
ち
で
食
べ
る

よ
り
お
い
し
い
」
な
ん
て
笑
っ

て
ま
し
た
。

「
寅
さ
ん
」
の
舞
台
に
な
る

ま
で
柴
又
帝
釈
天
は
田
舎
の
小

さ
な
参
詣
場
所
で
し
た
。
映
画

を
偲
ん
で
い
ま
だ
に
大
勢
の
方

が
来
て
下
さ
い
ま
す
。
私
ど
も

は
お
団
子
の
味
で
お
応
え
す
る

だ
け
。
原
料
を
吟
味
し
、
毎
日

使
う
量
だ
け
粉
を
引
き
、
丁
寧

に
手
作
り
し
て
、
残
っ
た
ら
惜

し
ま
ず
廃
棄
す
る
。
添
加
物
で

日
持
ち
を
長
く
し
た
り
、
冷
凍

し
て
再
利
用
す
る
な
ん
ぞ
「
そ

れ
を
や
っ
ち
ゃ
あ
お
し
ま
い

よ
」
。
何
と
い
っ
て
も
出
来
た

て
が
お
い
し
い
ん
で
す
か
ら
。

全
国
の
道
づ
く
り
女
性
団

体
が
一
堂
に
集
ま
る
「
全
国

み
ち
づ
く
り
女
性
団
体
交
流

会
議
２
０
０
７
『
女
性
が
語

る
道
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
』」
が
１
月
末
、

東
京
・
六
本
木
ヒ
ル
ズ
で
開

か
れ
、
４４
団
体
約
３
０
０
人

が
熱
い
討
論
を
繰
り
広
げ

た
。５

回
目
の
今
回
は
「
地
域

の
人
々
の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
」
「
快
適
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
環
境
に
変
え
て
い

く
た
め
」
「
よ
り
よ
い
暮
ら

し
の
環
境
を
つ
く
る
た
め
」

を
視
点
に
、
道
づ
く
り
に
つ

い
て
学
び
、
考
え
、
議
論
す

る
の
が
狙
い
。

主
催
の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
実

行
委
員
会
を
代
表
し
て
中
国

・
み
ち
づ
く
り
女
性
会
議
会

長
の
平
木
久
恵
さ
ん
が
「
国

政
の
焦
点
に
な
っ
た
道
路
特

定
財
源
問
題
は
じ
め
、
地
域

の
道
づ
く
り
に
も
様
々
な
課

題
が
あ
る
今
日
で
す
が
、
女

性
や
子
ど
も
、
お
年
寄
り
な

ど
生
活
者
の
原
点
に
か
え

り
、
手
を
つ
な
い
で
課
題
を

解
決
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶

し
た
。

自
称
「
自
転
車
ツ
ー
キ
ニ

ス
ト
」
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
特
集
デ
ス

ク
疋
田
智
さ
ん
が
基
調
講

話
。
「
毎
日
１２
㌔
の
自
転
車

通
勤
は
電
車
よ
り
１５
分
早

く
、
１
年
で
１７
㌔
も
減
量
し

生
活
習
慣
病
と
も
縁
切
り
。

マ
イ
カ
ー
処
分
で
年
７０
万
円

節
約
で
き
住
宅
ロ
ー
ン
も
完

済
し
た
。
欧
州
各
国
は
都
市

で
は
自
転
車
活
用
で
渋
滞
を

解
消
。
エ
コ
重
視
で
都
市
間

は
環
境
負
荷
の
少
な
い
高
速

道
路
を
拡
充
し
て
お
り
、
日

本
も
見
習
う
べ
き
だ
」
と
訴

え
た
。

プ
ロ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
プ
レ

ー
ヤ
ー
の
朝
日
健
太
郎
さ
ん

も
「
世
界
を
転
戦
し
、
景
観

や
ア
ー
ト
に
配
慮
し
た
各
国

の
道
づ
く
り
に
興
味
を
持
っ

て
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
る
。

日
本
は
海
洋
国
な
の
に
道
路

と
海
岸
の
つ
な
が
り
が
薄
く

残
念
だ
。
誰
も
が
自
由
に
出

入
り
で
き
、
足
裏
健
康
法
に

も
通
じ
る
砂
浜
を
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
に
活
用
し
て
は
」
と

ユ
ニ
ー
ク
な
道
づ
く
り
・
地

域
づ
く
り
論
を
展
開
し
た
。

第
２
部
は
、
参
加
者
が
揃

い
の
ハ
ッ
ピ
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
姿
で
次
々
登
場
し
、
横
断

幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
た

り
、
寸
劇
や
紙
芝
居
も
入
れ

た
り
と
、
工
夫
の
２
分
間
活

動
報
告
だ
。

「
産
婦
人
科
、
小
児
科
が

な
く
遠
く
の
病
院
に
通
う
高

速
道
路
が
ど
う
し
て
も
必

要
。
命
の
格
差
を
な
く
し

て
」
（
け
せ
ん
ロ
ー
ド
ネ
ッ

ト
女
性
の
会
∥
岩
手
県
）

「
安
全
な
道
づ
く
り
相
談

会
、
意
見
交
換
会
を
定
期
的

に
開
き
、
お
年
寄
り
や
子
ど

も
へ
の
注
意
喚
起
、
事
故
多

発
地
点
改
善
に
協
力
し
て
い

ま
す
」
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
越
の
み

ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
女
性
会
議

∥
新
潟
県
）

「
生
涯
住
み
続
け
ら
れ
る

安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
、
と

生
活
道
路
の
危
険
度
や
公
園

・
観
光
地
ト
イ
レ
の
防
犯
点

検
を
展
開
中
」
（
ま
ち
づ
く

り
安
・
安
∥
兵
庫
県
）

「
道
路
網
未
整
備
で
過
疎

地
は
増
え
る
一
方
。
７
年
運

動
し
や
っ
と
起
工
式
に
こ
ぎ

つ
け
た
ら
、
道
路
特
定
財
源

の
暫
定
税
率
廃
止
で
高
速
道

路
新
設
抑
制
な
ん
て
あ
ん
ま

り
ヨ
」
（
「
中
九
州
横
断
道

路
」
早
期
完
成
を
願
う
女
性

の
会
∥
大
分
県
）

第
３
部
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
三
つ
の
視
点
に
沿
い
「
守

り
た
い
、
変
え
た
い
、
つ
く

り
た
い
！

暮
ら
し
を
支
え

る
道
」
を
テ
ー
マ
に
、
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
。

「
常
磐
道
を
応
援
す
る
女

性
の
会
」
の
西
本
由
美
子
さ

ん
▽
有
限
責
任
中
間
法
人
シ

ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
支
援

セ
ン
タ
ー
の
か
と
う
け
い
こ

さ
ん
▽
「
近
畿
元
気
！

女

性
が
語
る
道
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
田

中
克
子
さ
ん
が
登
壇
。

０７
年
秋
以
来
、
２６
女
性
団

体
約
５
２
０
人
と
道
路
特
定

財
源
の
暫
定
税
率
廃
止
・
一

般
財
源
化
に
反
対
す
る
総
決

起
大
会
を
開
い
た
り
、
国
会

請
願
、
１
０
０
万
人
反
対
署

名
運
動
を
進
め
た
こ
と
な
ど

報
告
し
た
。

４４団体約３００人が熱い討論

店舗を後退させ、幅広い商店街作

りに成功した旭町はなとき通り

「
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
を
守
り

よ
り
よ
い
環
境
作
る
」を
視
点
に

みちづくり女性団体交流会議には約３００人が参加した

私の道

渥
美
清

１３
回
忌

紳
士
で
し
た
よ

さ
ん

い
し
か
わ
・
み
つ
こ

１
９
２
１
年
、
東
京
・
柴
又
帝
釈
天
（
題
経
寺
）
門
前
の
団
子
店
「
髙
木
屋
」

の
３
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
家
業
が
面
白
く
、
養
子
を
迎
え
跡
取
り
に
。
映
画
「
男

は
つ
ら
い
よ
」
全
４８
作
（
６９
～
９５
年
）
の
ロ
ケ
に
協
力
、
関
係
者
と
の
交
流
は
今
も
続
く
。
夫
・
源
七

さ
ん
の
死
去
（
９７
年
）
を
機
に
店
の
切
り
盛
り
は
息
子
夫
婦
に
。
８
代
目
と
な
る
孫
が
修
業
中
。

柴
又
・
髙
木
屋
大
女
将

石
川
光
子
さ
ん
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田
原
市
環
境
部
の
渡
辺
澄

子
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
長
は
、

登
録
の
経
過
を
「
『
た
は
ら

エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構

想
』
と
キ
ー
ワ
ー
ド
の
『
浪

漫
街
道
』
『
菜
の
花
』
を
加

味
し
、
循
環
型
社
会
の
風
景

街
道
を
目
指
し
た
」と
語
る
。

「
こ
こ
は
ア
ク
セ
ス
が
悪

く
海
に
囲
ま
れ
風
が
強
い
。

地
域
の
活
性
化
は
広
域
的
に

考
え
て
き
た
。
伊
良
湖
岬
な

ど
の
観
光
資
源
と
、
縄
文
の

吉
胡
貝
塚
や
東
大
寺
大
仏
殿

の
瓦
を
焼
い
た
窯
跡
な
ど
の

史
跡
を
活
か
し
、
年
間
３
０

０
万
人
の
観
光
客
を
見
込
ん

で
い
る
」
と
渡
辺
室
長
。

田
原
市
に
と
っ
て
平
成
の

大
合
併
は
大
き
な
転
換
期
と

な
っ
た
。
蔵
王
山
頂
に
設
置

さ
れ
た
風
力
発
電
装
置
は
新

生
「
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ

ィ
ー
」
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

だ
。
「
恵
ま
れ
た
環
境
と
自

然
を
大
切
に
、
当
た
り
前
に

で
き
る
都
市
作
り
、
そ
れ
が

エ
コ
な
の
で
す
」
と
渡
辺
室

長
は
言
う
。

田
原
市
の
農
業
産
出
額
は

全
国
１
位
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ

自
動
車
の
工
場
や
専
用
埠
頭

も
あ
り
、
自
動
車
関
連
企
業

約
６５
社
が
進
出
、
農
工
商
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
し
て
い

る
。
市
は
「
た
は
ら
エ
コ
・

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
」
に

基
づ
き
、
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
る
。

▼
電
車
や
ホ
テ
ル
で
も

「
菜
の
花
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

そ
の
ひ
と
つ
が
「
菜
の
花

エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

だ
。
収
穫
し
た
菜
種
か
ら
油

を
搾
り
特
産
品
化
す
る
。
油

カ
ス
は
肥
料
や
飼
料
に
。
廃

食
用
油
か
ら
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）
を
作

り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
公
用

車
な
ど
に
利
用
す
る
。

エ
コ
エ
ネ
推
進
室
計
画
推

進
係
の
横
田
浩
一
さ
ん（
３２
）

は
「
エ
コ
と
言
っ
て
も
悩
み

ま
し
た
よ
。
ど
ん
な
に
気
配

り
し
て
も
、
市
民
の
意
識
を

変
え
る
の
は
難
し
い
」
と
い

う
。
だ
が
、
市
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
ホ
テ
ル
や
旅
館
が
協

力
、
料
理
に
「
菜
の
花
」
が

使
わ
れ
始
め
た
。
新
豊
橋
―

三
河
田
原
間
を
走
る
渥
美
線

に
は
黄
色
く
塗
っ
た
特
別
車

両「
な
の
は
な
」号
が
運
行
、

バ
ス
も
模
様
替
え
し
た
。
遊

休
農
地
も
農
業
者
中
心
に
菜

の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

動
き
出
し
た
。
「
公
募
選
定

で
も
、
自
力
で
工
夫
し
て
き

た
か
ら
こ
そ
意
義
が
あ
る
の

で
す
ね
。
行
政
だ
け
で
出
来

る
こ
と
で
は
な
い
」
が
横
田

さ
ん
の
実
感
だ
。

▼
遊
休
農
地
を
菜
の
花
畑

に
２
０
０
５
年
１２
月
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
田
原
菜
の
花
エ
コ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
発
足
。

市
は
昨
年
９
月
、
独
自
の
地

域
資
源
を
活
か
し
た
原
風
景

を
保
存
し
よ
う
と
、
地
域
住

民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
力
し
て

「
渥
美
半
島
菜
の
花
浪
漫
街

道
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会

議
」
を
設
立
し
た
。

「
田
原
菜
の
花
エ
コ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
副
理
事
長
、

安
田
和
司
さ
ん（
６８
）と
理
事

の
玉
越
弘
志
さ
ん（
６１
）が
、

真
っ
黄
色
に
咲
き
誇
る
菜
の

花
畑
で
出
迎
え
て
く
れ
た
。

褐
色
に
日
焼
け
し
た
安
田
さ

ん
は
「
菜
の
花
を
植
え
よ
う

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
た
の

は
、
遊
休
農
地
を
な
ん
と
か

せ
ね
ば
、
と
い
う
思
い
か
ら

で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

渥
美
半
島
で
は
農
業
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
農

地
条
件
の
悪
化
な
ど
で
遊
休

農
地
が
増
え
て
い
る
。
農
業

委
員
会
の
平
成
１８
年
度
調
査

で
は
、
遊
休
面
積
は
約
４
７

３
㌶
、
農
地
の
６
・
２
％
を

占
め
る
。
同
委
員
会
の
委
員

で
あ
る
安
田
さ
ん
は
、
田
原

市
が
日
本
一
の
農
業
産
出
額

に
も
関
わ
ら
ず
離
農
者
が
増

え
る
現
状
を
憂
え
て
き
た
。

「
遊
休
農
地
は
雑
草
や
雑

木
の
繁
茂
、病
害
虫
の
発
生
、

さ
ら
に
荒
廃
が
進
む
と
有
害

鳥
獣
の
す
み
か
や
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
な
ど
、
農
業
者
に
迷

惑
を
か
け
、
農
村
景
観
や
生

活
環
境
の
悪
化
に
も
つ
な
が

る
深
刻
な
問
題
で
す
」

安
田
さ
ん
は
栽
培
し
や
す

く
直
蒔
き
で
き
る
菜
の
花
に

着
目
し
た
。
「
自
分
で
ト
ラ

ク
タ
ー
を
出
し
、
四
苦
八
苦

し
て
花
畑
を
育
て

ま

し

た
」
。
こ
れ
を
見
て
市
も
積

極
的
に
支
援
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。「
発
想
の
転
換
が
大
事

だ
っ
た
」
と
い
う
。
息
子
は

イ
チ
ゴ
観
光
農
園
を
経
営
、

自
ら
は
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ

や
メ
ロ
ン
を
栽
培
す
る
。

一
般
の
人
に
も
参
加
を
呼

び
か
け
た
。
東
京
や
名
古
屋

で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
た
玉

越
さ
ん
も
そ
の
一
人
。
帰
省

の
た
び
故
郷
に
戻
り
た
い
、

と
思
っ
て
い
た
か
ら
５５
歳
で

早
期
退
社
し
た
。
「
少
し
で

伊
良
湖
岬
に
漂
着
し
た
ヤ
シ
の
実
。
民

俗
学
者
・
柳
田
国
男
は
こ
れ
を
見
て
「
海

上
の
道
」
を
着
想
し
、
島
崎
藤
村
は
恋
路

ヶ
浜
を
モ
チ
ー
フ
に
「
椰
子
の
実
」
を
書

い
た
。
黒
潮
が
寄
せ
旅
情
あ
ふ
れ
る
渥
美

半
島
は
愛
知
県
の
南
端
に
あ
り
、
北
に
三

河
湾
、
南
は
太
平
洋
に
囲
ま
れ
た
温
暖
な

地
。
幕
末
の
先
覚
者
、
渡
辺
崋
山
ゆ
か
り

の
城
下
町
・
田
原
市
は
、
東
海
道
の
豊
橋

市
付
近
か
ら
南
西
に
伸
び
た
半
島
の
中
央

に
あ
り
、
市
域
は
ほ
ぼ
半
島
全
域
に
及

ぶ
。
三
河
湾
を
一
望
で
き
る
蔵
王
山
な

ど
、
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
こ
が
日

本
風
景
街
道
登
録
の
「
渥
美
半
島
菜
の
花

浪
漫
街
道
」
で
あ
る
。

遊休農地を菜の花畑に変えたＮＰＯ法人

「田原菜の花エコネットワーク」の安田

和司さん（右）と玉越弘志さん。左写真

は（上から）①エコ・プロジェクトに取

り組む横田浩一係長（左）と渡辺澄子室

長②太陽熱利用の蓄電パネルが屋根に並

ぶ田原市の住宅団地③ゴミを炭に変える

「炭生館」

伊良湖岬灯台

〝
地
域
愛
す
る
〟人
々
結
集

▲

３
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再
チ
ャ
レ
ン
ジ
担
当
の
西

村
明
宏
・
内
閣
府
大
臣
政
務

官
に
聞
い
た
。

―
―
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来

る
社
会
、
新
し
い
仕
組
み
が

望
ま
れ
る
時
代
で
す
。

西
村
大
臣
政
務
官

再
チ

ャ
レ
ン
ジ
支
援
の
目
標
は
、

一
人
一
人
が
能
力
や
持
ち
味

を
発
揮
し
、
努
力
が
報
わ

れ
、
勝
ち
組
負
け
組
が
固
定

せ
ず
に
働
き
方
や
学
び
方
、

暮
ら
し
方
が
多
様
な
社
会
を

作
る
こ
と
で
す
。
誰
で
も
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
可
能
な
社
会
を

目
指
し
て
機
会
均
等
の
た
め

の
支
援
を
充
実
し
、
多
様
な

社
会
に
向
け
て
選
択
肢
を
拡

げ
る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ

う
。―

―
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

は
ど
う
進
め
て
い
ま
す
か
。

西
村
大
臣
政
務
官

対
象

は
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と

す
る
「
人
」
で
す
。
就
職
や

経
済
的
に
困
っ
て
い
る
フ
リ

ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
、
非
正
規

労
働
者
、
多
重
債
務
者
や
事

業
に
失
敗
し
た
人
、
母
子
家

庭
や
子
育
て
中
の
女
性
、
障

害
者
や
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ

な
い
子
供
た
ち
も
い
ま
す
。

多
様
な
選
択
肢
を
望
む
団
塊

の
世
代
や
、
学
び
直
し
た
い

社
会
人
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
を

希
望
す
る
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
に
施
策
を
講
じ
ま
す
。

―
―
ご
自
身
の
持
論
も
お

あ
り
と
思
い
ま
す
。
経
験
も

踏
ま
え
お
話
し
く
だ
さ
い
。

西
村
大
臣
政
務
官

自
民

党
の
「
団
塊
の
世
代
Ｐ
Ｔ（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）
」
の

座
長
の
時
、
団
塊
世
代
は
元

気
で
体
力
も
や
る
気
も
あ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
有
り
余

っ
て
い
る
と
痛
感
し
ま
し

た
。
対
価
を
求
め
る
よ
り「
何

か
し
た
い
」
「
働
き
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
と
て
も
強

い
。
こ
の
パ
ワ
ー
を
活
用
し

た
い
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
ニ
ー
ト

や
フ
リ
ー
タ
ー
を
含
め
単
身

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
都
心

で
は
若
者
、
地
方
は
高
齢

者
。
カ
レ
ー
ル
ー
も
家
族
用

で
な
く
一
人
分
の
商
品
が
売

れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。
人

と
話
す
機
会
が
な
く
、
一
人

で
寂
し
い
と
い
う
声
も
多

い
。高

知
県
に
あ
る
町
で
は
中

心
市
街
地
に
お
年
寄
り
が
集

ま
れ
る
場
所
を
作
っ
て
い
ま

す
。
「
鎮
守
の
森
」
の
よ
う

に
、
人
が
集
ま
る
場
所
を
作

り
、
人
と
話
せ
る
機
会
を
作

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
ね
。

―
―
社
会
起
業
と
は
何
で

す
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
を
含
め
、
社
会
起
業
に

対
す
る
お
考
え
は
。

西
村
大
臣
政
務
官

身
近

な
地
域
の
課
題
を
事
業
に
よ

っ
て
解
決
す
る
。
地
域
の
社

会
問
題
を
認
識
し
、
小
さ
く

て
も
変
革
の
た
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
創
造
、

組
織
化
、
経
営
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

社
会
起
業
家
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

市
民
グ
ル
ー
プ
を
通
し
て
働

き
か
け
る
こ
と
が
多
い
。
社

会
起
業
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ

ジ
ネ
ス
（
社
会
事
業
）
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
行

わ
れ
、
社
会
が
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。

―
―
社
会
起
業
と
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
は
、
ど
ん
な
関

係
に
あ
り
ま
す
か
。

西
村
大
臣
政
務
官

支
援

の
実
施
に
社
会
起
業
は
有
力

な
手
法
に
な
り
ま
す
。
経
済

的
に
困
っ
て
い
る
人
な
ど
、

困
難
に
直
面
す
る
人
た
ち
の

存
在
自
体
、
地
域
の
課
題
で

す
。
こ
れ
ら
の
解
決
に
は
、

社
会
起
業
で
地
域
に
即
し
た

対
応
が
有
効
に
な
り
ま
す
。

社
会
起
業
と
し
て
事
業
を

進
め
る
際
、
ニ
ー
ト
や
フ
リ

ー
タ
ー
、
母
子
家
庭
の
母
や

子
育
て
中
の
女
性
、
団
塊
世

代
の
活
用
な
ど
で
活
動
の
場

が
広
が
り
ま
す
。
ニ
ー
ト
の

社
会
的
な
自
立
支
援
が
、
フ

リ
ー
タ
ー
の
雇
用
の
場
に
な

る
例
も
あ
り
、
積
極
的
に
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

始
め
に
地
元
実
行
委
員
長

の
近
藤
幸
二
・
全
旅
協
岡
山

県
支
部
長
が
開
会
の
挨
拶
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
国
土

交
通
省
の
花
角
英
世
観
光
事

業
課
長
が
「
最
近
の
観
光
政

策
の
動
向
―
観
光
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
。

花
角
課
長
は
「
小
泉
内
閣

以
来
、
観
光
立
国
を
掲
げ
て

ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
観
光

庁
設
立
を
目
指
し
て
い
る
。

訪
日
す
る
外
国
人
の
増
加
に

比
べ
、
海
外
旅
行
者
の
数
は

伸
び
悩
ん
で
い
る
。
国
民
の

宿
泊
観
光
旅
行
の
回
数
も
、

宿
泊
数
も
低
迷
し
て
い
る
」

と
現
状
を
紹
介
。
地
方
の
活

力
な
し
に
国
の
活
力
は
な
い

と
し
て
、
住
民
が
町
に
誇
り

を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
地
域

の
元
気
を
取
り
戻
そ
う
、
と

強
調
し
た
。

こ
の
た
め
「
人
に
来
て
も

ら
い
、
滞
在
し
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
」
と
着
地
型
旅
行

の
進
展
に
期
待
を
表
明
し
、

宿
泊
と
食
事
の
分
離
・
選
択

や
地
域
マ
ネ
ー
な
ど
、
工
夫

に
よ
る
地
域
密
着
型
の
ニ
ュ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
提
唱
。

国
も
観
光
圏
を
整
備
し
、

旅
行
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
る

が
、
行
政
と
民
間
、
地
域
と

地
域
、
既
存
観
光
業
者
と
他

産
業
の
業

者
が
連
携

す

る

中

で
、
地
域

の
魅
力
を

高
め
る
こ

と

が

必

要
、
と
訴

え
た
。

続
い
て
、
倉
敷
が
世
界
に

誇
る
大
原
美
術
館
理
事
長
の

大
原
謙
一
郎
倉
敷
商
工
会
議

所
会
頭
が
登
壇
、
「
生
活
・

産
業
・
文
化
と
観
光
―
倉
敷

と
大
原
美
術
館
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
」
の
題
で
講
演
し

た
。大

原
美
術
館
は
、
大
原
さ

ん
の
祖
父
と
児
島
虎
次
郎
画

伯
が
８０
年
ほ
ど
前
、
「
質
の

良
い
日
本
と
世
界
の
出
合

い
」
を
生
も
う
、
と
開
設
し

た
日
本
最
古
参
の
私
設
美
術

館
。
大
原
さ
ん
は
「
今
は
第

三
の
創
業
期
。
こ
の
町
の
家

並
み
は
歴
史
を
形
に
残
し
、

美
術
館
は
世
界
の
心
を
伝
え

る
」と
、
そ
の
役
割
を
説
明
。

観
光
の
意
味
と
意
義
に
つ

い
て
「
２１
世
紀
は
文
化
が
活

き
て
働
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
文
化
が
働
き
、
観
光
が

働
く
た
め
に
は
、
津
々
浦
々

の
人
が
、
美
し
い
町
や
村
を

自
己
紹
介
し
、
そ
の
魅
力
と

風
格
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切

だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
文
化
が

つ
な
が
り
、
広
が
り
、
結
ば

れ
る
」
と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
「
美
し
い
町
で
美

し
く
暮
ら
す
中
で
地
域
を
再

発
見
す
る
。
知
る
楽
し
み
と

知
ら
れ
る
喜
び
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
。
単
に
歴
史

の
町
で
終
わ
ら
ず
、
文
化
と

歴
史
を
踏
ま
え
た
、
生
活
の

場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
、
持
論
を
展
開
。

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も

「
役
人
が
主
導
す
る
官
製
で

は
ダ
メ
。
町
衆
が
ア
イ
デ
ア

を
出
し
『
こ
の
指
止
ま
れ
』

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
学
生
、
様
々
な
人
が

集
ま
っ
て
創
り
上
げ
る
イ
ベ

ン
ト
が
大
事
。
そ
ん
な
イ
ベ

ン
ト
を
日
本
中
で
掘
り
起
こ

せ
ば
、
そ
の
魅
力
と
風
格
を

世
界
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
力
説
し
た
。

こ
の
後
「
新
た
な
観
光
振

興
を
担
う
旅
行
業
」
を
テ
ー

マ
に
、
着
地
型
ツ
ア
ー
な
ど

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
践

す
る
各
地
の
代
表
４
人
を
パ

ネ
リ
ス
ト
に
、
熱
の
こ
も
っ

た
討
論
を
展
開
し
た
。

地
元
の
豊
か
な
観
光
素
材
を
再
発
見

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
ろ
う
！
―

―
全
国
旅
行
業
協
会
（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
）
は
１

月
、
岡
山
県
倉
敷
市
で
「
第
５
回
国
内
観

光
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
い
た
。
会

員
の
中
小
旅
行
業
者
や
旅
館
、
国
や
自
治

体
の
観
光
行
政
担
当
者
ら
過
去
最
高
の
１

７
０
０
人
が
参
加
。
新
た
な
観
光
素
材
の

発
掘
で
着
地
型
旅
行
を
推
進
し
、
国
内
観

光
の
振
興
と
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
っ
た
。

「
新
し
い
『
銀
ブ
ラ
』
ス

タ
イ
ル
を
体
験
し
ま
せ
ん
か

！
」
。
東
京
・
銀
座
で
３
月

１
日
ま
で
「
東
京
ユ
ビ
キ
タ

ス
計
画
・
銀
座
」
の
実
証
実

験
が
行
わ
れ
、
人
気
を
集
め

た
。
希
望
者
に
専
用
の
携
帯

情
報
端
末
（
Ｕ
Ｃ
∥
ユ
ビ
キ

タ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
）

を
通
じ
、
道
案
内
や
グ
ル
メ

情
報
な
ど
を
４
カ
国
語
で
流

す
試
み
で
、
約
１
５
０
０
人

が
参
加
し
た
。

Ｉ
Ｃ
タ
グ
類
を
活
用
し
観

光
名
所
や
文
化
施
設
、
商
品

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
�

い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ

に
も
�
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
」
づ

く
り
は
、
各
地
で
試
行
さ
れ

て
い
る
。
銀
座
の
実
験
も
、

東
京
都
と
国
土
交
通
省
が
全

銀
座
会
の
協
力
を
得
て
進
め

て
い
る
「
東
京
ユ
ビ
キ
タ
ス

計
画
」の
一
環
だ
。

銀
座
４
丁
目
交
差
点
を
中

心
に
銀
座
通
り
と
晴
海
通
り

の
街
路
、
交
通
施
設
、
店
舗

な
ど
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ
類
を
埋
め

込
み
、
Ｕ
Ｃ
（
一
部
携
帯
電

話
も
可
）
を
近
づ
け
る
と
、

現
在
地
情
報
、
希
望
目
的
地

の
方
向
、
観
光
や
ま
ち
の
便

利
情
報
、
参
加
４４
店
舗
の
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
画

像
、
文
字
、
音
声
で
伝
え
て

く
れ
る
。

銀
座
で
は
昨
年
度
も
同
時

期
に
実
証
実
験
が
行
わ
れ
好

評
だ
っ
た
が
、
情
報
イ
ン
フ

ラ
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
コ

ン
テ
ン
ツ
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
し
て
、
よ
り
多
く
の
人

の
参
加
と
評
価
を
求
め
る
、

と
い
う
。

０５
年
度
の
最
初
の
実
証
実

験
地
、
上
野
動
物
園
で
は
通

年
で
の
実
施
と
な
り
、
年
間

約
２
万
人
の
入
園
者
が
パ
ン

ダ
の
習
性
な
ど
詳
し
い
解
説

を
、
無
料
貸
し
出
し
の
Ｕ
Ｃ

で
楽
し
ん
で
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
を
目

指
す
東
京
都
は
、
０６
年
度
策

定
の
長
期
計
画
「
１０
年
後
の

東
京
」
で
、
年
間
１
０
０
０

万
人
の
外
国
人
旅
行
客
も
不

自
由
な
く
東
京
見
物
で
き
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
都

市
と
し
、
銀
座
は
じ
め
１０
カ

所
で
ユ
ビ
キ
タ
ス
技
術
等
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
宣

言
し
て
い
る
。

《
お
こ
と
わ
り
》
国
土
交

通
省
道
路
局
長
の
「
み
ち
つ

う
し
ん
」
は
、
今
回
は
都
合

に
よ
り
お
休
み
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

多
様
な
選
択
肢
、必
要
に

西村明宏・内閣府大臣政務官に聞く

道
案
内
や
グ
ル
メ
情
報

地
域
課
題
も
社
会
起
業
で
対
応

Ｉ
Ｃ
タ
グ
活
用
、分
か
り
や
す
く

専用端末で〝スイスイ銀ブラ〟

東京・銀座で行われたユビキタス実験

インタビューに答える西村大臣政務官

交流会であいさつ

する全国旅行業協

会の二階俊博会長

倉敷市で開催されたＡＮＴＡフォーラム



倉
敷
で「
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
」フ
ォ
ー
ラ
ム

着
地
型
旅
行
推
進
に
期
待
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藤
村

現
場
で
、
ど
の
よ

う
な
社
会
起
業
を
実
践
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

谷
津
倉

高
齢
化
し
生
活

保
護
受
給
が
多
く
な
っ
た
横

浜
市
寿
地
区
の
簡
易
宿
泊
所

居
住
者
た
ち
に
、
生
活
相
談

や
職
業
訓
練
な
ど
を
し
て
き

ま
し
た
。
ま
ち
全
体
の
再
生

も
と
、
行
政
や
地
域
の
人
た

ち
と
ご
み
片
付
け
や
緑
化
に

取
り
組
む
一
方
、
フ
ァ
ニ
ー

ビ
ー
を
設
立
、
０６
年
か
ら
簡

易
宿
泊
所
の
活
性
化
を
試
み

て
い
ま
す
。

壊
れ
た
り
汚
れ
て
い
る
空

き
部
屋
を
直
し
、
バ
ッ
ク
パ

ッ
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
若
い
外

国
人
ツ
ー
リ
ス
ト
向
け
の
低

料
金
宿
泊
所
と
し
て
提
供
し

て
い
ま
す
。
近
く
の
集
客
施

設
に
通
う
日
本
の
若
者
も
含

め
、
延
べ
６
０
０
０
人
が
利

用
し
、
ま
ち
の
雰
囲
気
も
変

わ
っ
て
き
た
と
好
評
で
す
。

渡
邉

お
情
け
で
買
っ
て

も
ら
う
製
品
し
か
作
れ
ず
、

低
賃
金
の
福
祉
作
業
所
を
改

革
し
た
い
と
０６
年
末
、
東
京

･
杉
並
区
内
で
知
的
障
害
者

･
精
神
障
害
者
に
よ
る
引
き

売
り
式
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
事
業

を
始
め
ま
し
た
。

プ
ロ
調
理
師
の
指
導
を
受

け
車
内
調
理
す
る
手
づ
く
り

パ
ン
、
ス
ー
プ
、
サ
ラ
ダ
、

カ
レ
ー
、
ク
ッ
キ
ー
が
美
味

し
い
と
各
地
で
歓
迎
さ
れ
、

ふ
れ
あ
い
の
機
会
も
増
え
ま

し
た
。
商
店
街
と
の
連
携
も

進
め
、
厚
生
労
働
省
の
モ
デ

ル
事
業
に
採
用
さ
れ
ま
し

た
。藤

村

社
会
起
業
に
は
困

難
が
つ
き
物
で
す
が
、
乗
り

越
え
る
秘
訣
は
？

原
田

お
二
人
の
話
も
各

地
の
先
進
例
と
共
通
で
、
行

政
や
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
活
用
が
成
功
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
壁
に
当
た
っ
た

時
、
大
変
だ
と
ひ
る
ん
で
し

ま
う
か
、
可
能
性
を
見
出
す

か
、
セ
ン
ス
が
決
め
手
に
な

る
よ
う
で
す
ね
。

谷
津
倉

損
し
た
く
な
い

と
い
う
簡
易
宿
泊
所
オ
ー
ナ

ー
の
た
め
ら
い
で
、
宿
泊
希

望
通
り
部
屋
を
増
や
せ
な
い

悩
み
が
あ
り
ま
す
が
、
意
義

を
感
じ
て
く
れ
る
オ
ー
ナ
ー

開
拓
に
努
め
て
い
ま
す
。

渡
邉

福
祉
施
設
勤
め
の

こ
ろ
、
新
施
設
計
画
が
地
域

の
反
対
で
つ
ぶ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
地

域
福
祉
の
た
め
に
、
あ
え
て

住
宅
街
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
若
者
が
生
き
生
き
働

き
、
地
域
の
人
に
き
ち
ん
と

挨
拶
し
、
お
年
寄
り
の
ご
み

出
し
を
手
伝
っ
た
り
す
る
姿

が
、
徐
々
に
共
感
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

藤
村

大
が
か
り
な
装
置

で
な
く
す
ぐ
で
き
る
こ
と
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
努
力

が
社
会
起
業
家
の
特
質
で
す

ね
。原

田

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の

利
益
を
批
判
す
る
人
は
今
も

い
ま
す
が
、
社
会
起
業
の
利

益
は
目
的
で
な
く
手
段
な
の

で
す
。
福
祉
の
世
界
で
は
、

隠
そ
う
、
奥
に
引
っ
込
め
て

お
こ
う
と
い
う
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
お
二
人
の
よ
う

に
堂
々
と
表
に
出
て
き
て
い

た
だ
く
と
、
問
題
に
気
付
き

応
援
す
る
人
も
現
れ
る
も
の

で
す
。

藤
村

今
後
の
抱
負
、
構

想
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

谷
津
倉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
る
若

者
た
ち
が
、
こ
の
有
意
義
な

事
業
を
職
業
に
で
き
る
よ
う

に
す
る
の
が
当
面
の
課
題
で

す
。
将
来
は
こ
の
町
を
女

性
、
子
ど
も
、
家
族
も
楽
し

く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
願
っ

て
い
ま
す
。

渡
邉

経
営
的
に
は
ま
だ

厳
し
く
、
も
っ
と
ビ
ジ
ネ
ス

感
覚
を
磨
か
な
け
れ
ば
と
痛

感
し
て
い
ま
す
が
、
商
店
街

と
の
連
携
な
ど
、
企
業
や
行

政
の
で
き
な
い
隙
間
を
積
極

的
に
開
拓
し
、
社
会
の
た
め

に
な
る
働
き
が
い
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

教
育
機
会
に
恵
ま
れ
な
い

ア
ジ
ア
の
子
ら
に
３
５
４
０

カ
所
の
図
書
館
を
建
設
し
た

元
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
役
員
ジ

ョ
ン
・
ウ
ッ
ド
さ
ん
、
預
か

っ
て
も
ら
え
な
い
病
児
の
保

育
所
を
働
く
女
性
の
た
め
に

設
立
し
た
元
Ｉ
Ｔ
企
業
学
生

社
長
、
駒
崎
弘
樹
さ
ん
は
０７

年
、
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
誌

の
「
世
界
を
変
え
る
社
会
企

業
家
１
０
０
人
」
に
選
ば
れ

た
。複

雑
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
取

り
組
み
が
必
要
な
貧
困
、
環

境
問
題
な
ど
は
行
政
、
企

業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い

う
三
つ
の
セ
ク
タ
ー
間
の
壁

も
低
く
な
り
、
協
働
事
業
や

第
４
セ
ク
タ
ー
と
い
わ
れ
る

社
会
起
業
の
必
要
性
が
高
ま

っ
て
い
る
。

ガ
ー
ナ
の
コ
コ
ナ
ッ
ツ
バ

タ
ー
輸
出
・
販
売
に
尽
力
、

そ
の
収
益
で
ガ
ー
ナ
の
教
育

改
善
に
役
立
て
る
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
を
普
及
さ
せ
た
ザ
・

ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
の
ア
ニ
タ

・
ロ
デ
ィ
ッ
ク
さ
ん
に
続
く

人
々
が
今
、
世
界
で
増
え
て

い
る
。

日
本
で
も
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
セ
ク
タ
ー
を
超
え
、
巧
み

な
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
力
を
駆
使
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
そ
う
と
い
う

社
会
起
業
家
の
活
躍
が
目
立

ち
始
め
、
新
聞
に
連
載
し

た
。
ニ
ー
ト
の
た
め
の
小
説

教
室
で
雑
誌
や
ケ
ー
タ
イ
小

説
に
採
用
さ
れ
る
人
を
育
て

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
お
好
み
焼
き
店

を
経
営
し
不
登
校
生
に
接
客

や
販
売
の
楽
し
さ
を
体
得
さ

せ
て
い
る
会
社
な
ど
が
日
本

に
も
次
々
登
場
し
て
い
る
。

社
会
企
業
家
は
ま
さ
に
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
向
き
な
の
で
、

皆
さ
ん
も
大
い
に
関
心
を
持

ち
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ほ

し
い
。

原
田

勝
広
氏

（
日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員
）

谷
津
倉

智
子
氏

（
フ
ァ
ニ
ー
ビ
ー
株
式
会
社
代
表
取
締
役
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
さ
な
ぎ
達
理
事
長
）

渡
邉

英
夫
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ま

い
福
祉
工
房
理
事
長
）

藤
村

博
之
氏

（
法
政
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
究
科
教
授
／
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
セ

ン
タ
ー
長
）

内
閣
官
房
・
内
閣
府
と
特
定
非
営
利
活

動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
主
催

の
セ
ミ
ナ
ー
「
社
会
起
業
で
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
が
昨
年
末
、
東
京
・
千
代
田
区
の
法

政
大
学
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た

（
協
力
∥
法
政
大
学
大
学
院
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
研
究
所
）
。
国
と
自
治
体

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
協
働
し
８
都
市
で
開
い

た
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
地
方
セ
ミ
ナ
ー
の
最

後
。西
村
明
宏
内
閣
府
大
臣
政
務
官
の「
努

力
が
報
い
ら
れ
る
公
正
な
社
会
、
暮
ら
し

方
や
学
び
方
が
複
線
化
し
た
社
会
を
築
こ

う
」と
の
挨
拶
を
受
け
、基
調
報
告
や
基
調

講
演
、
第
一
線
の
社
会
起
業
家
ら
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。
そ
の

概
要
を
紹
介
す
る
。

２
０
０
６
年
１２
月
以
来
、

政
府
全
体
で
「
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
総
合
プ
ラ
ン
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

重
点
課
題
は
①
フ
リ
ー
タ

ー
・
ニ
ー
ト
、
多
重
債
務

者
、
事
業
失
敗
者
の
よ
う
な

長
期
デ
フ
レ
な
ど
に
よ
る
就

職
難
、
経
済
的
困
窮
な
ど
の

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
②
子
育
て
女

性
、
障
害
者
、
母
子
家
庭
の

子
ど
も
等
に
対
す
る
機
会
の

均
等
化
③
退
職
し
た
団
塊
世

代
、
学
習
意
欲
あ
る
社
会

人
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

な
ど
、
新
た
な
暮
ら
し
を
選

べ
る
複
線
型
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。

１０
年
ま
で
に
フ
リ
ー
タ
ー

を
ピ
ー
ク
時
の
０３
年
よ
り
８

割
減
の
約
１
７
４
万
人
に
▽

１５
年
に
女
性
の
労
働
力
人
口

を
０５
年
比
で
２５
万
人
増
の
約

１
７
８
７
万
人
に
▽
１０
年
度

ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
約

２２
万
人
の
障
害
者
雇
用
を
実

現
す
る
、
な
ど
が
目
標
だ
。

フ
リ
ー
タ
ー
の
常
用
雇
用

化
な
ど
を
進
め
る
国
家
公
務

員
中
途
採
用
者
選
考
試
験
や

起
業
家
へ
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
融
資
・
保
証
制
度
創
設
、

テ
レ
ワ
ー
ク
促
進
に
よ
る
在

宅
勤
務
の
拡
大
、
「
人
生
二

毛
作
」
を
普
及
促
進
す
る
情

報
提
供
強
化
の
ほ
か
、
再
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
民

間
も
含
め
進
め

て
い
く
た
め
、

再
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
寄
付
金
へ

の
税
制
優
遇
も

実
施
す
る
。

明
日
の
日
本
も
必
要
と

し
て
い
ま
す

次
世
代
へ
の
豊
か
な
継

承
発
展
は
、
現
代
に
生

き
る
私
た
ち
の
責
務
で

す 安
全
、
快
適
、
環
境
に

や
さ
し
い
道
路

先
人
た
ち
が
営
々
と
築

き
上
げ
て
き
た
美
し
く

住
み
よ
い
国
土

内
閣
府
が
一
昨
年
実
施
し

た
『
道
路
に
関
す
る
世
論
調

査
』
（
全
国
の
成
人
３
０
０

０
人
対
象
）
に
よ
り
ま
す

と
、
大
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
住
ま
い
の
近
く
に
あ
る

道
路
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ

る
か
と
の
問
い
に
対
し
「
不

安
が
あ
る
」
「
や
や
不
安
が

あ
る
」
と
訴
え
る
声
は
半
数

を
超
え
ま
し
た
。

大
地
震
発
生
に
備
え
る
道

路
対
策
と
し
て
「
安
全
な
避

難
路
」
「
救
急
活
動
や
救
援

物
資
等
の
輸
送
を
確
実
に
行

う
た
め
に
必
要
な
道
路
」
の

整
備
を
求
め
る
答
え
が
そ
れ

ぞ
れ
５
割
を
超
え
る
高
い
比

率
で
し
た
。

２
０
０
４
年
１０
月
、
新
潟

県
中
越
地
震
、
昨
年
３
月
の

能
登
半
島
地
震
に
続
き
７
月

に
新
潟
県
中
越
沖
地
震
が
起

き
、
家
屋
倒
壊
や
道
路
陥
没

な
ど
の
被
害
が
相
次
ぎ
、
１５

人
が
死
亡
、
３
０
０
０
人
近

く
が
負
傷
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
道
路
建
設
業
協
会
本

部
・
北
陸
支
部
は
、
国
土
交

通
省
な
ど
の
要
請
で
国
道
８

号
、
１
１
６
号
、
北
陸
道
の

応
急
復
旧
に
会
員
各
社
が
分

担
し
て
対
応
し
、
簡
易
ト
イ

レ
設
置
や
義
捐
金
支
出
な

ど
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生

活
支
援
に
も
全
力
で
取
り
組

み
ま
し
た
。

道
路
建
設
業
協
会
は

「
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
０

５
」
に
基
き
「
道
路
の
整

備
は
わ
れ
わ
れ
が
果
た
す

べ
き
次
世
代
へ
の
責
務
」

と
の
共
通
認
識
を
持
ち
▽

道
路
整
備
と
そ
の
維
持
管

理
の
中
心
的
役
割
を
担
う

▽
良
い
品
質
の
道
路
を
安

く
、
安
全
に
提
供
す
る
▽

防
災
対
策
や
災
害
時
の
復

旧
支
援
等
に
積
極
的
に
取

り
組
む
、
と
誓
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
魅
力
あ
る
道
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
市
民
に
親

し
ま
れ
る
建
設
業
を
目
指

し
、
地
域
住
民
や
学
童
に
参

加
を
求
め
た
現
場
見
学
会
、

新
設
道
路
で
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
な

ど
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い

ま
す
。

社
団
法
人
日
本
道
路
建
設
業

協
会

再チャレンジ支援

策の最近の動向

日本道路建設業協会はマラソン大

会などを開催し地域住民との交流

・連携を大切にしています

パネルディスカッション風景

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
と
努
力

大
切
な
行
政
、地
域
と
の
連
携

大地震発生に備え
安全避難路整備を

内閣府調査に国民の声

原田氏

谷津倉氏

報告する竹田氏

渡邉氏

藤村氏

新潟県中越沖地震で土砂崩れが

発生、ＪＲ信越線の線路をふさ

いだ（ＪＲ青海川駅。上は国道

８号）＝新潟県柏崎市で２００７年

７月１６日

「
日
本
の
社
会
起
業
の
可
能
性
」

日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員

原
田

勝
広
氏

竹田 和彦氏内閣府再チャ
レンジ推進室
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福知山市夜久野地区は、奈良

時代から知られる丹波漆の中

心。漆の木から漆液をとる漆か

き職人はいまや全国に６０人しか

いないが、うち６人が同地区で

活動している。

漆の館は伝統的な漆産業を広

く知ってもらおうとつくられた。館内には、お椀、はし、

お盆、花入れなど日用品から芸術作品が展示されてい

る。

漆かきの道具や資料を集めた資料室、工房があり、工

房では漆の絵付け体験もできる。入館料は大人３００円。

小中学生無料。水曜休館。（舞鶴道福知山ＩＣからＲ９）

改札を出ずに買い物や食事が出来る鉄道の「駅ナ

カ」が話題となっているが、道の駅にも立ち寄る人々

を魅了する駅ナカがある。駅の施設内や駅に併設され

ている記念館や美術館、文学館、歴史館がそれ。全国

に数多く点在する「駅ナカ記念館」の中からオススメ

の１２駅を特集する。

❶❶宮宮尾尾登登美美子子文文学学記記念念館館

❷青函トンネル記念館

❸❸斎斎藤藤清清美美術術館館

❹とちぎ明治の森記念館

❺❺諸諸橋橋轍轍次次記記念念館館

❻音の体験ミュージアム
（小見出しは記念館名、所在地、道の駅名、駅の電話

番号の順。文末のカッコ内は高速道路ＩＣから道の駅

への主なルート）

斎藤清（１９０７～１９９７）は福島県会津坂下町生まれの版

画家で、「会津の冬」などの作品で世界的な評価を受け

ている。柳津の名誉町民、９５年に文化功労者となった。

道の駅は隣接の斎藤清美術館、奥会津９町村の物産・

観光の情報を発信する「清柳苑」憩の館と一体整備され

ている。

美術館では町が所蔵する斎藤作品８５０点の中から約９０

点を、３カ月ごとに入れ替えながら展示している。入館

料は一般５００円、小学生２００円。月曜休館。（磐越道会津

坂下ＩＣからＲ２５２）

「大漢和辞典」の編纂者で文化勲章受章者の諸橋轍次

（もろはしてつじ、１８８３～１９８２）が旧下田村の出身であ

ることから整備された。

記念館には遺品のほか、諸橋の生涯を紹介するスライ

ドやビデオ、漢字クイズのコーナーなどがある。また庭

には諸橋博士の生家が移築されている。

駅のレストラ

ン「庭月庵悟

空」は、諸橋が

漢学を志したき

っかけが「西遊

記」であること

から名づけられ

た。日本と中国の風情が調和した漢庭園、和庭園も造成

されている。入館料大人５００円、小中学生２００円。月曜休

館。（北陸道三条燕ＩＣからＲ２８９）

近代日本画壇

を代表する風景

画家として知ら

れる東山魁夷（１

９０８～９９）。

美術学校時代

の１９２５（大正１

５）年、長野県

山口村（現岐阜

県中津川市）でのキャンプ旅行の途中、激しい夕立に遭

い、地元の農家に一泊。その際の温かいもてなしに感謝

して、９４年に約７００点の版画、リトグラフを山口村に寄

贈した。

道の駅隣接の心の旅路館は３カ月ごとにテーマを設け

て２５点ずつ、入れ替えて展示している。入館料は３１０円、

小中学生無料。（中央道中津川ＩＣからＲ１９）

広大な総合公園「だて歴

史の杜」の中に、直木賞作

家の宮尾登美子さんゆかり

の品々を集めた文学記念館

がある。

ＮＨＫ大河ドラマ「篤

姫」の原作者でもある宮尾

さんは１９９９年から２００４年に

かけて同市内の別荘で「宮

尾本平家物語」を執筆した。記念館はこれにちなんだ。

愛用のルーペや筆箱、生原稿などを展示している。入館

料は大人２６０円、小中学生１３０円。

公園内には駅のほかに、伊達の開拓史を学べる開拓記

念館、藍染め体験ができる藍工房、常時見学可能な刀鍛

冶工房もある。（道央道伊達ＩＣからＲ３７）

明治維新の元勲

を育てた吉田松陰

の生誕１６０年事業

の一環で整備され

た記念館。

館内には、市内

に残る生家の一部

を復元。「松陰の

一生」「松陰の生

きた時代」「松陰

と旅」などのテーマをパネルで紹介、書簡のレプリカな

どを展示している。松下村塾の講義室の様子をロウ人形

で再現したジオラマや塾生を写した貴重な写真もある。

庭内には高杉晋作、山縣有朋、伊藤博文ら１０人の群像

も配置されている。入場無料。周辺には、松下村塾、木

戸孝允誕生地、高杉晋作誕生地もある。（中国道小郡Ｉ

ＣからＲ９、Ｒ２６２経由萩秋芳線）

❼❼東東山山魁魁夷夷 心心のの旅旅路路館館

❽おおみや昆虫館

❾❾ややくくのの木木とと漆漆のの館館

❿松陰記念館

世世界界ののココイインン館館

地底博物館

外相、駐米大使などを歴任した明治時代の外交官、青

木周蔵が那須野が原に１８８９（明治２１）年に建築した洋風

別荘を解体、復元し記念館とした。

蔦（つた）型及びウロコ型の人造スレート板貼りで覆わ

れた外壁が美しい洋館。旧青木家那須別邸として国指定

重要文化財となっている。設計者はドイツ建築技術をも

たらした松ヶ崎萬長（まつがさきつむなが）である。

館内は、ベッド、ストーブなどの家具類が見られるほ

か、那須野が原の開拓の歴史が写真パネルで紹介されて

いる。入館料は大人２００円、小中学生１００円。月曜休館。

（東北道那須ＩＣから黒磯田島線）

市内の海岸沿いにある琴弾公園は、世界 大の砂絵「寛

永通宝」で知られる。白砂で描かれた南北１２２㍍、東西９

０㍍、周囲３４５㍍の巨大な貨幣は、１６３３（寛永９）年、藩

主の領内巡視にあたって歓迎目的で作られたという。

これにちなんだのが駅内の世界のコイン館。日本の貨

幣や世界の貨幣２０００点が展示されている。

広場にある高さ５・５㍍のからくり時計では、定刻にな

ると世界各国の人形があいさつに登場する。入館料は大

人２００円、小中学生１００円。月曜休館。（高松道大野原Ｉ

Ｃから丸亀詫間豊浜線）

「音」をテーマにした体験ミュージアム。

館内には世界 大のオルゴールや大スクリーンのシア

ター、木の実や素焼きの植木鉢を利用した楽器製作の工

房など、音にまつわるさまざまな施設がある。入館者は

貸し出され

た聴診器を

館内のあち

こちに当て

ながら楽し

む。

大井川鉄

道千頭駅に

隣接してお

り、同線を

走るＳＬは

「南アルプス山麓にこだまするＳＬの汽笛」として、日

本の音風景１００選に認定された。入館料は大人５００円、小

中学生３００円、６５歳以上４００円。火曜休館。（東名高速静

岡ＩＣまたは袋井ＩＣから川根寸又峡線）

駅に隣接する

おおみや昆虫館

には、世界 大

のカブトムシ、

ヘルクレスオオ

カブトやペルー

原産の青い蝶、

ヘレナモルフォ

チョウなど世界各地の珍しい昆

虫の標本が展示されている。

標本点数は２０００種９０００点。

標本のほか、クイズコーナー

や大型モニターなどで昆虫の

生態が楽しく学べるようになっ

ている。

また道の駅では、地場産業であ

る木工製品の展示、即売、創作を行っている。昆虫館（☎

０５９８・８６・３９４０）の入館料は大人３００円、小中学生２００円、

幼児１００円。（紀勢道大宮大台ＩＣからＲ４２）

１９８８（昭和６３）年に開業した青函トンネルの青森側入

り口に設けられた道の駅。記念館では、パネルや映像で青

函トンネルの構想から完成までの歴史を紹介している。

地下には工事のために掘られた路線がケーブルカー

「青函トンネル竜飛斜坑線」として５０分間隔で運行され

ており、海底下の作業坑道の一部が見学できる。

同線は全長約８００㍍で、「日本一短い民間鉄道」。入館

料はケーブルカー料金を含め大人１３００円、小人６５０円。

毎年４月２５日から１１月１０日までの営業で、冬季は休業。

（東北道青森ＩＣからＲ３３９）

１８９８（明治３１）年に採掘が開始され、１９７２（昭和４７）

年の閉山までに金４３

㌧、銀約１６０㌧を産

出した鯛生金山は、

有名な佐渡の金山を

上回り、東洋一とう

たわれた。

閉山後の金山跡を

生かして駅を整備。

総延長１１０㌔の坑道の一部８００㍍は博物館として公開さ

れ、坑道には人形、模型で操業当時の様子がリアルに再

現されている。幸運を呼ぶとされる雄・雌の黄金鯛も展

示されているが、盗難騒ぎがあったため、現在はレプリ

カ。入館料は大人１０００

円、中高生８００円、小学

生５００円。

また、駅のほぼ中央に

は砂金採り体験ができる

コーナーもある（有料）。

（大分道日田ＩＣからＲ

４４２）

エ
コ
に
対
し
て
の
強
い
関
心

ラ
リ
ー
を
企
画
し
た
の
は
淡
路
市
商
工
会
と
市
内
の

公
共
団
体
や
観
光
関
連
業
界
有
志
で
組
織
す
る
実
行
委

員
会
で
、
兵
庫
県
や
淡
路
市
の
ほ
か
㈱
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ

リ
ー
ス
兵
庫
、
同
神
戸
な
ど
が
後
援
し
た
。
「
明
石
海

峡
大
橋
架
橋
は
島
の
経
済
や
社
会
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
１０
周
年
を
機
に
考
え
て
み
る
と
、
こ
こ
の
一

番
い
い
点
は
環
境
の
豊
か

さ
で
す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
に
よ
る
エ
コ
ツ
ア
ー
を

盛
り
上
げ
れ
ば
、
地
域
を

さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
ら
れ

る
に
違
い
な
い
と
、
衆
議

一
決
で
し
た
」
と
、
実
行

委
員
長
の
写
真
店
経
営
木

村
幸
一
さ
ん
は
語
っ
た
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
は
ト

ヨ
タ
が
世
界
に
先
駆
け
て

開
発
し
た
エ
ン
ジ
ン
と
モ

ー
タ
ー
を
併
せ
持
つ
自
動

車
。
加
速
時
は
力
の
強
い

モ
ー
タ
ー
で
、
速
度
が
上

が
れ
ば
エ
ン
ジ
ン
で
最
適

走
行
。
ガ
ソ
リ
ン
車
よ
り

汚
染
物
質
の
排
出
量
は
少

な
く
、
ガ
ソ
リ
ン
走
行
時

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
利
用
し

て
充
電
、
停
車
時
は
ア
イ

ド
リ
ン
グ
も
ス
ト
ッ
プ
す

る
の
で
、
燃
費
性
能
も
極

め
て
優
れ
て
い
る
。

兵
庫
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
観
光
情
報
サ
イ
ト
な
ど
に

昨
秋「
島
外
の
２
人
グ
ル
ー
プ
が
対
象
。ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
は
用
意
し
ま
す
。
淡
路
島
の
魅
力
、
お
楽
し
み
ポ
イ

ン
ト
を
ラ
リ
ー
感
覚
で
ゆ
っ
く
り
見
て
触
れ
て
感
じ
て

く
だ
さ
い
。
参
加
費
１
組
１
万
円
」と
Ｐ
Ｒ
。数
日
で
４０

組
が
応
募
し
、
そ
の
後
も
問
い
合
わ
せ
申
し
込
み
が
相

次
ぎ
、キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
も
１０
数
組
出
る
人
気
だ
っ
た
。

実
行
委
は
半
年
前
か
ら
、
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ

ー
ス
兵
庫
舞
子
店
を
通
じ
て
プ
リ
ウ
ス
借
り
受

け
を
予
約
し
た
が
、
兵
庫
県
内
各
店
に
２
、
３

台
し
か
な
く
揃
え
る
の
に
苦
労
し
た
と
い
う
。

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
こ
ん
な
に
集
め
た
イ
ベ

ン
ト
は
世
界
初
だ
そ
う
で
す
」
と
木
村
さ
ん
。

昨
年
ま
で
東
浦
町
商
工
会
会
長
と
し
て
、
地
域

起
こ
し
に
知
恵
と
情
熱
を
注
い
で
き
た


観
光

カ
リ
ス
マ
�
的
人
物
だ
。

幅
広
い
年
齢
層
か
ら
４４
組

１
月
１２
日
。
４４
組
の
参
加
者
は
、
淡
路
市
多

賀
の
市
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で
コ
ー
ス
説
明
な

ど
を
受
け
、
近
く
の
伊
弉
諾（
い
ざ
な
ぎ
）神
宮

へ
。
淡
路
島
は
、
い
ざ
な
ぎ
・
い
ざ
な
み
の
二

神
が
住
み

よ
い
国
づ

く
り
を
願

い
、
最
初

に
緑
豊
か

で
豊
穣
の

土
地
と
生

命
力
あ
ふ

れ
る
海
を

持
つ
島
を
造
ら
れ
た
、と
い
う
「
国
生
み
神
話
」を
宮
司

か
ら
聴
き
、
神
楽
奉
納
、
参
拝
。
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

香
生
産
日
本
一
の
淡
路
島
が

香
り
の
島
�と
呼
ば
れ
る

伝
承
発
祥
地
の
「
枯
木
神
社
」
▽
源
義
経
と
の
悲
恋
で

知
ら
れ
る
静
御
前
の
墓
▽
ふ
る
さ
と
創
生
交
付
金
で
購

入
し
た
１
億
円
の
金
塊
展
示
も
あ
る
「
静
の
里
公
園
」

な
ど
、
１０
カ
所
の
ポ
イ
ン
ト
巡
り
へ
順
次
出
発
し
た
。

エ
コ
と
環
境
の
発
見

「
ゆ
っ
く
ラ
リ
ー
」
と
う
た
う
だ
け
に
、
香
り
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
「
香
り
の
館
パ
ル
シ
ェ
」
で
は
、
好
き
な
香

料
を
自
由
に
詰
め
合
わ
せ
る
に
お
い
袋
づ
く
り
体
験

や
、
色
と
り
ど
り
の

線
香
展
示
が
何
本
あ

る
か
当
て
る
ク
イ

ズ
。
「
道
の
駅
あ
わ

じ
」
で
は
、
市
商
工

会
女
性
部
員
か
ら
し

ょ
う
が
湯
接
待
を
受

け
、
明
石
海
峡
大
橋

を
背
景
に
記
念
撮

影
。
淡
路
の
生
ん
だ
三
洋
電
機
創
業
者
の
菩
提
寺
で
も

あ
る
「
本
福
寺
」
で
は
、
建
築
家
安
藤
忠
雄
氏
の
大
胆

な
設
計
で
海
外
に
も
知
ら
れ
る
、
蓮
池
地
下
の
本
堂
を

拝
観
し
な
が
ら
、
工

事
の
苦
労
な
ど
に
つ

い
て
住
職
と
語
り
合

っ
た
。
月
の
名
所
と

し
て
和
歌
に
も
登
場

す
る
「
絵
島
」
や
阪

神
・
淡
路
大
震
災
を

引
き
起
こ
し
た
野
島

断
層
を
保
存
し
て
い

る
「
北
淡
震
災
記
念
公
園
」
な
ど
を
経
て
、
夕
闇
迫
る

「
明
石
海
峡
公
園
」に
全
車
無
事
、ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
。

旅
を
終
え
て
～
魅
力
の
再
発
見

選
手
宣
誓
を
し
た
宝
塚
市
の
川
口
邦
明（
２３
）早
佳
恵

（
２３
）
さ
ん
夫
妻
は
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
は
期
待
通
り

快
適
で
し
た
。温
か
い
も
て
な
し
と
美
味
し
い
食
事
、島

の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
た
」
。
京
都
府
八
幡
市
の
中

谷
耕
二（
５９
）久
美
子（
５２
）さ
ん
夫
妻
も
「
エ
コ
ツ
ア
ー

に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
十
分
満
足
」
。
徳
島
市
の
浜
田

武
夫（
６６
）克
子（
６２
）さ
ん
夫
妻
も
「
橋
が
で
き
て
か
ら

は
通
り
過
ぎ
て
ば
か
り

で
し
た
が
、
期
待
以
上

の
２
日
間
。
こ
ん
な
に

魅
力
が
あ
っ
て
羨
ま
し

い
」な
ど
、口
々
に
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
の
快
適
性

を
語
り
、
島
の
魅
力
や

ラ
リ
ー
参
加
に
大
喜

び
。
淡
路
市
商
工
会
は

「
ゆ
っ
く
ラ
リ
ー
」の
継

続
を
検
討
し
て
い
る
。

■期間：平成２０年１月１２日（土）、１３日（日）開催

■主催：淡路市商工会・ハイブリッドカー de ゆっくラリー実行委員会

■後援：兵庫県淡路県民局・淡路市・淡路市観光協会・全国商工会連合会

兵庫県商工会連合会・（株）トヨタレンタリース神戸

地
球
に
や
さ
し
い
エ
コ
カ
ー
。
人
気
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
だ
け
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ラ
リ
ー
が
１
月
、
兵
庫
県
淡

路
島
を
舞
台
に
開
か
れ
た
。
本
州
と
淡
路
島
を
結
ぶ
世

界
最
長
の
つ
り
橋
「
明
石
海
峡
大
橋
」
の
開
通
１０
周
年

を
記
念
し
て
淡
路
市
商
工
会
の
実
行
委
員
会
が
主
催
し

た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー

ゆ
っ
く
ラ
リ
ー
」
だ
。

「
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
島
巡
り
は
環
境
に
や
さ
し

い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
で
」
の
呼
び
か
け
に
約
４０
組
が
応

募
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
だ
け
の
ラ
リ
ー
は
世
界
初
の
試

み
と
か
。
参
加
者
は
国
生
み
神
話
の
ふ
る
さ
と
で
島
民

と
交
流
し
、
車
の
エ
コ
性
能
を
満
喫
し
た
。

■トヨタプリウス
プリウスは世界初の量産ハイブリッド車として１９

９７年発売されました。発進はモーターで。通常走行
は燃費効率を高めるエンジンとモーターで最適制
御。そして力強い加速が必要な時は、高出力モータ
ーとエンジンがフルパワー。さらに、減速時は回生
ブレーキで、バッテリーを充電します。世界トップ
レベルの圧倒的な低燃費３５．５km/l（１０．１５モード）
と低エミッションを実現しています。（車両価格帯：
２，２６８，０００円～３，２５５，０００円）
（URL: http://toyota.jp）

■明石海峡大橋

１９９８年４月に技術の粋を集めて完成、開通した

全長３９１１㍍の世界最長のつり橋。２本の主塔間の

長さ１９９１㍍、主塔の高さ２９７㍍も世界一。開通で神

戸－洲本間は１時間、神戸－徳島間も１時間４０分

と、従来のフェリーに比べ、半分程度に短縮され、

産業振興や経済効果に期待が寄せられている。

道
の
駅
８
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淡
路
と
エ
コ
を
体
感
・
大
満
足
�

ことひき ☎０８７５・２４・２１５０

香川県観音寺市

ハイブリッドカー４４台が勢ぞろい

❷

❹

❶

❸
❺

❻
❼
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●世界のコイン館

❾



de

❿



１１

京都府福知山市

鯛生（たいお）金山 ☎０９７３・５６・５３１６

農匠の郷やくの

萩往還公園 ☎０８３８・２２・９８８９

大分県日田市

山口県萩市

プリウス４４台が勢ぞろい、さあ出発！

☎０７７３・３８・９２２６

●地底博物館

●松陰記念館

●やくの木と漆の館

１２

９

１０

賤母（しずも） ☎０５７３・７５・５２５５

奥伊勢木つつ木館 ☎０５９８・８６・３２２９

岐阜県中津川市

三重県大紀町

●東山魁夷 心の旅路館

●おおみや昆虫館

お好みのにおい袋作りを体験

７

８

奥大井音戯（おとぎ）の郷 ☎０５４７・５８・２０２１

漢学の里しただ ☎０２５６・４７・２２０８

静岡県川根本町

新潟県三条市

「道の駅あわじ」で

●音の体験ミュージアム

●諸橋轍次記念館

６

５

明治の森・黒磯 ☎０２８７・６３・０３９９

会津柳津 ☎０２４１・４２・２３２４

栃木県那須塩原市

福島県柳津町

●とちぎ明治の森記念館

●斎藤清美術館

ハイブリッドカーイベントでは世界初の試み

ハイブリッドカー de ゆっくラリー

地元ボランティアが絵島の由来を説明

４

３

みんまや ☎０１７４・３８・２３０１

だて歴史の杜 ☎０１４２・２５・５５６７

青森県外ヶ浜町

北海道伊達市

「明石海峡大橋」開通１０周年記念

交通安全と地球に優しい環境を

祈り、伊弉諾神宮で神楽奉納

●青函トンネル記念館

●宮尾登美子文学記念館

２

１
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関
越
自
動
車
道
を
嵐
山
小

川
Ｉ
Ｃ
で
降
り
、
県
道
１１
号

（
熊
谷
小
川
秩
父
線
）
を
通

っ
て
、
旧
国
道
２
５
４
号
を

走
る
こ
と
約
１０
分
。
左
手
に

「
埼
玉
伝
統
工
芸
会
館
」
の

案
内
と
一
緒
に
「
道
の
駅

お
が
わ
ま
ち
」
の
表
示
が
目

に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
東
京

都
心
か
ら
で
も
１
時
間
半
ほ

ど
の
ド
ラ
イ
ブ
だ
。

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
向
か
う

右
手
の
建
物
の
看
板
い
わ
く

「
和
紙
の
ふ
る
さ
と
へ
よ
う

こ
そ
」
。
こ
こ
が
手
す
き
和

紙
の
体
験
が
で
き
る
「
埼
玉

伝
統
工
芸
会
館
」
だ
。
さ
っ

そ
く
中
へ
。

小
川
和
紙
の
名
は
全
国
に

知
ら
れ
て
い
る
が
、
中
で
も

丈
夫
で
素
朴
な
風
合
い
が
持

ち
味
の
和
紙
、
細
川
紙
（
ほ

そ
か
わ
し
）
は
国
の
重
要
無

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。目

指
す
は
和
紙
工
房
。
室

内
に
で
ん
と
備
わ
る
湯
船
、

い
や
す
き
舟
。
コ
ウ
ゾ
と
の

り
（
糊
料
）
を
た
っ
ぷ
り
含

ん
だ
水
が
人
の
腰
の
位
置
ま

で
張
っ
て
あ
る
。
こ
れ
に
竹

で
編
ん
だ
す
だ
れ
、
つ
ま
り

す
き
板
を
浸
し
、
紙
料
を
す

く
い
取
る
。
体
験
者
の
す
き

板
は
Ｂ
４
サ
イ

ズ
。
ど
ろ
っ
と

し
た
紙
料
を
平

均
的
な
厚
さ
に

そ
ろ
え
る
の
が

コ
ツ
。
す
き
上

げ
た
ら
紙
床
に

移
す
。
水
気
を

十
分
吸
っ
て
い

る
う
ち
に
、
持

参
の
生
花

や

葉
、
糸
な
ど
を

自
分
流
に
デ
ザ

イ
ン
し
て
配
置

す
る
。

ち
な
み
に
無
地
の
薄
手
の

一
枚
紙
が
一
番
安
く
２
１
０

円
、
花
葉
入
り
の
ポ
ス
ト
カ

ー
ド
（
１
セ
ッ
ト
８
枚
）
と

色
紙
（
１
セ
ッ
ト
２
枚
）
は

そ
れ
ぞ
れ
８
４
０
円
、
１
０

５
０
円
。
配
送
料
金
は
別
途

必
要
だ
。

作
業
時
間
は
無
地
の
一
枚

紙
だ
と
２
～
３
分
で
済
ま
す

人
も
い
れ
ば
、
飾
る
花
に
凝

れ
ば
３０
～
４０
分
か
け
る
人
も

い
る
と
い
う
。
運
が
よ
け
れ

ば
伝
統
工
芸
士
、
島
野
元
彦

さ
ん
（
７７
）
の
実
演
を
見
学

し
な
が
ら
指
導
も
受
け
ら
れ

る
。
こ
の
体
験
和
紙
は
コ
｜

ゾ
を
カ
セ
イ
（
苛
性
）
ソ
ー

ダ
と
さ
ら
し
粉
の
漂
白
剤
で

煮
て
い
る
の
で
白
色
が
映
え

て
い
る
が
、
本
来
の
細
川
紙

は
た
き
ぎ
（
薪
）
の
灰
や
土

壁
の
石
灰
を
使
う
の
で
生
成

り
色
が
特
徴
だ
、
と
島
野
さ

ん
は
話
す
。

近
接
す
る
「
物
産
館
」
で

は
和
紙
を
使
っ
た
原
稿
用

紙
、
便
せ
ん
、
色
紙
、
短
冊
、

半
紙
、
さ
ら
に
人
形
な
ど
の

置
物
も
買
い
求
め
ら
れ
る
。

◆
道
の
駅

お
が
わ
ま
ち

埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町
大
字

小
川
１
２
２
０
▽
開
館
時
間

９
時
半
～
１７
時
（
入
館
は
１６

時
半
ま
で
）
、
月
曜
日
と
祝

日
の
翌
日
が
休
館

☎
０
４

９
３
・
７２
・
１
２
２
０
▽
埼

玉
伝
統
工
芸
会
館
の
入
館
料

は
大
人
３
０
０
円
、
小
中
学

生
１
５
０
円
。
予
約
・
問
い

合
わ
せ
も
同
じ
電
話
番
号
。

熊
本
市
と
熊
本
県
八
代
市
の
ほ
ぼ
中
間
、

熊
本
市
か
ら
天
草
に
向
か
う
国
道
２
６
６
号

沿
い
に
開
設
し
て
１２
年
。
地
元
不
知
火
生
ま

れ
の
果
物
「
デ
コ
ポ
ン
」
は
開
駅
か
ら
当
駅

の
イ
チ
オ
シ
で
あ
る
。

デ
コ
ポ
ン
は
１
９
７
２
年
、
お
隣
り
長
崎

県
の
旧
農
水
省
果
樹
試
験
場
で
清
見
に
ポ
ン

カ
ン
を
交
配
し
て
誕
生
し
た
品
種
。
不
知
火

町
で
試
作
、
改
良
を
重
ね
た
末
、
９０
年
ご
ろ

商
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
、
熊
本
県
果
実
連
合
会

が
「
デ
コ
ポ
ン
」
の
名
を
商
標
登
録
し
て
世

に
送
り
出
し
た
。
名
前
の
由
来
は
、
へ
た
の

部
分
、
つ
ま
り
お
「
デ
コ
」
が
「
ポ
ン
」
と

飛
び
出
て
い
る
か
ら
と
か
、
デ
コ
（
凸
）
に

「
ポ
ン
カ
ン
」
の
ポ
ン
を
掛
け
合
わ
せ
た
か

ら
と
も
言
わ
れ
る
。同
じ
柑
橘（
か
ん
き
つ
）

類
の
親
の
ポ
ン
カ
ン
と
比
べ
、
確
か
に
お
で

こ
の
突
出
が
際
立
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
愛
媛
県
の
「
ヒ
メ
ポ
ン
」
、
鹿

児
島
県
の
「
ラ
・
ミ
ポ
リ
ン
」
、
広
島
県
の

「
キ
ヨ
ポ
ン
」
な
ど
の
異
名
で
同
種
の
も
の

が
出
回
っ
た
の
で
、
熊
本
県
果
実
連
が
音
頭

を
取
っ
て
「
糖
度
１３
度
以
上
、
酸
度
１
。
０

以
下
」
を
「
デ
コ
ポ
ン
」
と
す
る
こ
と
で
全

国
統
一
し
た
。

生
産
量
も
味
も
宇
城
市
が
日
本
一
だ
と
思

う
。
発
祥
地
の
不
知
火
産
は
特
に
風
味
が
よ

く
、
皮
が
柔
ら
か
い
の

で
簡
単
に
手
で
む
け

る
。
実
の
袋
も
薄
く
て
種
が
な
い
た
め
食
べ

や
す
い
。
ビ
タ
ミ
ン
と
食
物
繊
維
に
富
み
、

さ
わ
や
か
に
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
た
甘
味
と
酸
味

が
人
気
の
秘
訣
と
な
っ
て
い
る
。

収
穫
は
１１
月
下
旬
か
ら
１
月
下
旬
。
低
温

貯
蔵
の
時
間
を
か
け
る
ほ
ど
糖
度
が
増
し
酸

味
が
落
ち
る
の
で
、
食
べ
頃
に
合
わ
せ
て
１２

月
～
５
月
に
販
売
し
て
い
る
。

物
産
館
で
は
デ
コ
ポ
ン
を
使
っ
た
加
工
品

も
扱
っ
て
い
る
。
原
料
を
山
梨
県
に
送
り
醸

造
し
て
も
ら
っ
た
限
定
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
デ

コ
ポ
ン
ワ
イ
ン
」
（
７
２
０
㍉
㍑
１
５
０
０

円
）
、
熊
本
県
球
磨
郡
の
地
元
メ
ー
カ
ー
に

造
っ
て
も
ら
っ
た
甘
口
の
「
デ
カ
ポ
ン
リ
キ

ュ
ー
ル
」
（
焼
酎
、
７
２
０
㍉
㍑
１
３
０
０

円
）。不

知
火
は
本
来
、
毎
年
８
月
下
旬
か
ら
９

月
上
旬
の
旧
暦
８
月
１
日
、
午
前
零
時
～
午

前
３
時
ご
ろ
の
数
時
間
だ
け
出
現
す
る
神
秘

の
火
、
「
不
知
火
」
で
有
名
で
あ
る
。
不
知

火
海
の
沖
合
い
に
初
め
一
つ
二
つ
見
え
て
い

た
火
が
突
然
左
右
に
別
れ
、
水
平
線
上
に
連

な
っ
た
り
集
ま
っ
た
り
明
滅
し
た
り
、
さ
ら

に
上
下
で
踊
り
合
っ
た
り
、
千
変
万
化
し
た

挙
げ
句
、
夜
明
け
前
に
す
う
っ
と
消
え
る
。

日
本
書
紀
の
古
代
か
ら
現
代
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
ロ
マ
ン
た
っ
ぷ
り
に
語
ら
れ
て
き

た
。
今
も
「
不
知
火
」
の
魅
力
は
不
変
で
、

見
物
客
が
絶
え
ま
せ
ん
。

埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
四
方
を
秩
父
山
系
に
囲

ま
れ
、
水
が
き
れ
い
で
緑
豊
か
な
盆
地
に
あ
る
比

企
郡
小
川
町
。
か
つ
て
鎌
倉
か
ら
上
州
（
今
の
群
馬
県
）

に
通
じ
る
鎌
倉
街
道
の
要
衝
の
地
に
当
た
り
、
道
の
駅
に
登
録

さ
れ
て
す
で
に
１５
年

と
比
較
的
古
い
こ
と
も

あ
っ
て
、「
お
が
わ
ま
ち
」

で
は
「
手
す
き
和
紙
」

に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
歴
史
に
彩
ら
れ
た

物
語
の
中
で
地
元
の

物
産
と
体
験
を
味

わ
う
こ
と
が
で

き
る
。

道
２１
世
紀
新
聞
で
は
、
毎
号
「
人
と
道
」
に
関
す
る
読
者
の
ご

意
見
を
募
集
し
、
人
と
道
の
あ
り
方
を
共
に
考
え
る
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
い
ま
す
。

第
１７
号
は
『
道
の
駅
の
情
報
発
信
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
』
を

実
施
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
道
２１
世
紀
新
聞

で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
連
諸

団
体
に
も
提
供
し
、
今
後
の
「
道
の
駅
」
な
ら
び
に
周
辺
地
域
活

性
化
に
供
す
る
資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
働
き
か
け
ま

す
。ご

回
答
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
、
結
果
の
み
を
公
表
し
、

個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と
は
一
切
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど
し
遠
慮
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
回
答
い
た

だ
け
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３０
名
様

に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

「道の駅の情報」についてのアンケート

Ｑ１． 「道の駅」では、色々な情報を発信していますが、あなたはどのよ

うな情報を利用していますか？（いくつでも）

①道路・交通情報 ②周辺地域の情報 ③周辺地図 ④特産品等

の情報 ⑤災害等の情報 ⑥医療機関の情報 ⑦天気情報 ⑧近

隣の道の駅情報 ⑨イベント情報 ⑩その他（ ）

Ｑ２． 最もよく利用しているのはどのような情報ですか？（一つだけ）

①道路・交通情報 ②周辺地域の情報 ③周辺地図 ④特産品等

の情報 ⑤災害等の情報 ⑥医療機関の情報 ⑦天気情報 ⑧近

隣の道の駅情報 ⑨イベント情報 ⑩その他（ ）

Ｑ３． 今後、更に充実させて欲しいと思うのは、どのような情報ですか？

①道路・交通情報 ②周辺地域の情報 ③周辺地図 ④特産品等

の情報 ⑤災害等の情報 ⑥医療機関の情報 ⑦天気情報 ⑧近

隣の道の駅情報 ⑨イベント情報 ⑩その他（ ）

Ｑ４． あなたは道の駅でどのようにして情報を得ていますか？

①駅長・スタッフや案内人から ②案内板・掲示板等 ③検索で

きる情報端末 ④ＴＶ・ビデオ放映 ⑤パンフレット等の無料印

刷物 ⑥新聞等無料の出版物 ⑦展示物 ⑧地元の利用者から

⑨その他（ ）

Ｑ５． 今後、充実させて欲しいものはどれですか？

①駅長・スタッフや案内人から ②案内板・掲示板等 ③検索で

きる情報端末 ④ＴＶ・ビデオ放映 ⑤パンフレット等の無料印

刷物 ⑥新聞等無料の出版物 ⑦展示物 ⑧地元の利用者から

⑨その他（ ）

Ｑ６． 道の駅が行っている情報発信について、ご希望やご意見などお気づ

きになったことがありましたら、どのようなことでも結構ですので

ご記入ください。

（ ）

Ｑ７． この新聞はどこの道の駅で入手しましたか？

Ｑ １： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩その他（ ）

Ｑ ２： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩その他（ ）

Ｑ ３： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩その他（ ）

Ｑ ４： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨その他（ ）

Ｑ ５： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨その他（ ）

Ｑ ６： （ ）

Ｑ ７： a ） 県 b）（駅名）

お名前： （フリガナ： ）

郵便番号：〒

ご住所：

お電話番号： （ ）

性 別：男・女 年齢： 歳 職業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入下さい）

話題の道の駅

第１７号『道の駅の情報発信に関するアンケート』回答用紙

「人と道」を考えるアンケート

ご意見をお寄せください！

お
が
わ
ま
ち

ご回答は回答用紙に記入し、枠に沿って切り抜き、はがき等に貼付し投函くだ

さい。ホームページからも回答できます。

〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内

ＮＰＯ法人 人と道研究会「読者アンケート係」宛

ホームページ（http://www.route-press２１st.jp）

＝熊本県宇城市不知火町永尾１９１０－１

道の駅 不知火（しらぬい）

森下 鎮雄支配人（６５）

デ
コ
ポ
ン
人
気

さ
わ
や
か
甘
味
と
酸
味

平成２０年３月３１日締 切 日

送 付 先

応 募 方 法
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道
路
は
利
権
だ
と
い
っ
た
話
ば

か
り
が
流
布
し
て
、
普
段
か
ら

道
路
を
使
っ
て
お
ら
れ
る
皆
様
に

は
、
ず
い
ぶ
ん
不
信
感
を
お
持

ち
に
な
っ
た
り
、
不
愉
快
な
思

い
を
も
た
れ
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
か
、
と
心
配
し
て
い
ま

す
。道

路
の
整
備
は
、
地
域
の
土
地

利
用
を
大
き
く
変
え
た
り
、
産

業
の
配
置
を
決
め
た
り
す
る
力

を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
政
治
の

実
現
過
程
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
道
路

の
本
来
の
役
割
・
機
能
に
つ
い

て
、
わ
が
国
で
は
、
政
治
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
少
な
い
よ
う
で

す
。比

較
の
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
の
首
脳

は
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い

て
、
最
近
ど
の
よ
う
な
発
言
を
し

て
い
る
の
か
、
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
い
く
つ
か
の
例
を
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
ブ
レ
ア
前
イ
ギ
リ

ス
首
相
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。
「
優

れ
た
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、
経
済
お

よ
び
社
会
の
繁
栄
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）

わ
が
国
の
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、
何

十
年
に
も
わ
た
っ
て
過
少
投
資
の

状
態
が
続
い
て
き
た
（
２
０
０
４

年
１０
月
）」。

こ
の
コ
メ
ン
ト
は
、
１
９
９
０

年
代
に
お
け
る
交
通
や
住
宅
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
対
す
る
過
少

投
資
が
問
題
を
生
ん
だ
、
と
い

う
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
し
た
。

こ
う
し
て
最
近
で
は
、
公
共
投

資
額
を
大
幅
に
増
額
し
て
い
ま

す
。次

に
イ
タ
リ
ア
の
プ
ロ
デ
ィ
前

首
相
の
演
説
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
「
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

ー
へ
の
投
資
を
怠
っ
て
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
伴
う
競
争
の
な
か

で
、
イ
タ
リ
ア
は
生
き
残
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
（
２
０
０
６
年

３
月
）」。

こ
れ
を
受
け
て
イ
タ
リ
ア
で

は
、
０７
年
か
ら
始
ま
る
交
通
基
盤

施
設
の
た
め
の
大
き
な
投
資
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
コ
ペ
予
算
担

当
大
臣
の
演
説
で
す
。
「
０５
年
に

交
通
関
係
社
会
資
本
整
備
基
金
を

設
置
し
た
が
、
そ
の
額
を
引
き
続

き
増
額
す
る
（
２
０
０
７
年
６

月
）」。

わ
が
国
よ
り
も
、
相
当
に
豊
か

な
交
通
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ッ
ク
を
持

っ
て
い
る
は
ず
の
こ
れ
ら
の
国

々
。
何
か
ず
い
ぶ
ん
議
論
の
様
子

が
違
う
な
、
と
お
感
じ
に
な
り
ま

せ
ん
か
。

い
ま
、
利
権
議
論
を
超
え
て
、

道
路
と
は
本
来
何
の
た
め
の
社
会

資
本
な
の
か
、
を
踏
ま
え
た
議
論

こ
そ
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

考
え
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
福
島
駅
（
福
島
市
）

か
ら
南
東
へ
伸
び
る
国
道
１

１
４
号
は
、
県
の
真
ん
中
の

中
通
り
と
東
の
太
平
洋
を
結

ぶ
幹
線
の
一
つ
で
あ
る
。
同

駅
か
ら
２０
分
も
走
る
と
、
川

俣
町
に
入
る
。
同
国
道
に
面

し
た
道
の
駅
「
川
俣
」
は
い

や
で
も
目
に
飛
び
込
ん
で
く

る
。
愛
称
を「
オ
ア
シ
ス
i
n

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
と
い
う
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」

四
つ
に
分
か
れ
た
駅
施
設

の
ひ
と
つ
「
銘
品
館
シ
ル
ク

ピ
ア
」
の
ド
ア
を
開
け
る

と
、
若
い
女
性
店
員
の
元
気

な
声
が
迎
え
て
く
れ
た
。
店

は
さ
ほ
ど
広
く
な
い
が
、
明

る
い
デ
ザ
イ
ン
の
ス
カ
ー
フ

や
ネ
ク
タ
イ
な
ど
絹
織
物
が

ず
ら
り
と
並
ぶ
。
む
ろ
ん
、

名
物
の
川
俣
シ
ャ
モ
も
。
２

階
の
蕎
麦
六
で
味
わ
え
る
。

ク
ワ
の
茶
な
ど
に
も
人
気

が
集
ま
る
。

江
戸
時
代
、
シ
ャ
モ
は
絹

織
物
で
リ
ッ
チ
に
な
っ
た
�

絹
長
者
�
の
レ
ジ
ャ
ー
（
闘

鶏
）だ
っ
た
と
い
う
。
戦
後
、

米
国
種
と
掛
け
合
わ
せ
、
高

タ
ン
パ
ク
・
低
カ
ロ
リ
ー
の

健
康
食
品
に
な
り
、
今
や
貴

重
な
地
場
商
品
。
そ
の
肉
と

特
別
の
竹
串
を
使
い
、
「
世

界
一
の
焼
き
鳥
を
作
ろ
う

と
」
と
２
０
０
４
年
に
川
俣

町
で
１０
㍍
の
ロ
ン
グ
焼
き
鳥

を
完
成
さ
せ
た
の
を
皮
切
り

に
、
和
歌
山
県
日
高
川
町
、

長
門
市
な
ど
が
長
さ
で
覇
を

競
う
。
折
れ
た
ら
失
格
だ

が
、
記
録
は
年
々
伸
び
て
い

る
。
丸
出
し
の
ラ
イ
バ
ル
意

識
が
の
ぞ
く
。

銘
品
館
を
見
て
か
ら
、
機

織
機
な
ど
を
集
め
た
「
お
り

も
の
展
示
館
」
、
コ
ー
ス
タ

ー
な
ら
小
学
生
で
も
簡
易
織

機
で
３０
分
で
織
れ
る
「
か
ら

り
こ
館
」
を
歩
く
の
も
楽
し

い
。
織
物
の
歴
史
を
バ
ッ
チ

リ
と
マ
ス
タ
ー
で
き
る
。
４

月
６
日
ま
で
は
「
ひ
な
人
形

展
」
で
に
ぎ
わ
う
。

さ
ら
に
、
地
元
農
産
物
を

売
る
「
愛
菜
館
」
も
重
宝
こ

の
上
な
い
。

こ
の
４
施
設
は
１
９
８
８

年
か
ら
順
次
整
備
さ
れ
、
９４

年
に
県
内
２
番
目
の
「
道
の

駅
」
と
な
っ
た
。
「
ず
っ
と

町
直
営
で
や
っ
て
き
た
。
全

国
で
も
珍
し
い
は
ず
」
と
駅

長
の
松
本
康
弘
さ
ん
。
当

然
、
町
職
員
で
あ
る
。
約
３０

人
の
従
業
員
が
働
い
て
お

り
、
訪
れ
る
客
は
年
間
約
３０

万
人
に
。
福
島
市
な
ど
か
ら

の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。

「
と
く
に
２
０
０
３
年
か

ら
の
駐
車
場
整
備
以
後
、
客

足
は
ぐ
ん
と
伸
び
た
」
（
松

本
さ
ん
）
。
９９
年
度
約
１
億

円
だ
っ
た
売
上
額
は
、
０７
年

度
に
は
ほ
ぼ
倍
増
す
る
見
込

み
と
い
う
。

中
南
米
音
楽
好
き
の
住
民

の
提
唱
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・

コ
ス
キ
ン
市
の
祭
り
を
ヒ
ン

ト
に
始
ま
り
、
今
や
秋
の
風

物
詩
に
な
っ
た
「
コ
ス
キ
ン

・
エ
ン
・
ハ
ポ
ン
」
な
ど
全

国
的
に
も
知
ら
れ
る
イ
ベ
ン

ト
を
も
つ
川
俣
町
だ
が
、「
４

施
設
を
回
遊
式
に
し
て
も
っ

と
見
や
す
く
し
た
り
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
一
層
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
」
（
松
本
さ

ん
）
と
意
欲
的
で
あ
る
。

愛
媛
県
大
洲
市
河
辺
。
標
高
８
０
０
～

１
０
０
０
㍍
の
山
ま
た
山
に
囲
ま
れ
た
河

辺
地
区
に
は
八
つ
の
屋
根
付
き
の
橋
・
屋

形
橋
が
集
中
し
、
「
浪
漫
八
橋
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

浪
漫
八
橋
は
御
幸
の
橋
、
三

嶋
橋
、
豊
年
橋
、
帯
江
橋
、
秋

滝
橋
、
龍
神
橋
、
ふ
れ
あ
い
橋
、

龍
王
橋
。
一
番
古
い
御
幸
の
橋

（
長
さ
８
・
３
㍍
）
∥
写
真
∥

は
１
７
７
３
（
安
永
２
）
年
に

架
け
ら
れ
、
ケ
ヤ
キ
材
、
屋
根

は
ス
ギ
皮
葺
き
で
、
ク
ギ
は
一

本
も
使
わ
れ
て
い
な
い
。

浪
漫
八
橋
は
通
行
す
る
だ
け
の
橋
で
は

な
く
、
昔
は
農
作
物
、
農
機
具
の
一
時
的

な
保
管
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
、
現
在
は

一
部
の
橋
に
椅
子
が
置
か
れ
、
住
民
が
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
場
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
独
特
な
景
観
が
観
光
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
、
地
元
で
推
進
し
て
い
る

「
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
龍
馬

脱
藩
の
道
」
イ
ベ
ン
ト
に
浪
漫
八
橋
と
脱

藩
の
道
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
が
入
っ

て
い
る
。
龍
馬
は
御
幸
の
橋
を
わ
た
り
海

を
目
指
し
た

と
さ
れ
て
い

る
。屋

形
橋
は

全
国
の
神
社

仏
閣
で
よ
く

お
目
に
か
か

る
。
代
表
的

な
屋
形
橋
と

し
て
は
京
都
・
修
学
院
離
宮
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
千
歳
橋
、
香
川
県
琴
平
町
・
金
刀

比
羅
宮
の
鞘
橋
、
栃
木
県
足
利
市
・
ば
ん

阿
寺
の
反
橋
な
ど
が
あ
る
。
橋
と
通
行
人

を
風
雨
か
ら
守
り
、
ま
た
高
貴
な
人
専
用

の
通
路
と
も
な
っ
て
い
る
。

大石久和

「浪漫八橋」

道
路
と
は
何
の
た
め
の
社
会
資
本
か

今
こ
そ
、議
論
を

暮
ら
し
を
支
え
る

世界一長い焼き鳥の記録保持者は目下、山口県長門市（２０

・７１㍍）である。「でも、ウチこそ元祖」と身を乗り出すの

が福島県川俣町。阿武隈山系に抱かれた、のどかなこの町に

ある道の駅「川俣」は、カラフルな絹織物などをセールスポ

イントにした、かわいらしい駅だ。

道
の
駅
「
川
俣
」

シ
ャ
モ
の
焼
き
鳥
自
慢

元
祖
世
界
一
は
ウ
チ

カ
ラ
フ
ル
な
絹
織
物
ず
ら
り

【道の駅「川俣」】

■経営形態＝川俣町直営■営業時

間と定休日＝施設や店、季節によっ

て違うが、概ね午前９時半～午後５

時（年末年始休み）▽蕎麦六は午前

１１時半～午後２時（月曜と年末年

始休み）■駐車＝普通８０台、障害者

用１台、大型３台■東北自動車道福

島西ＩＣ、同二本松ＩＣから各３０分

■〒９６０-１４０６、福島県伊達郡川俣町

鶴沢東１３－１（☎０２４･ ５６６･ ５２５３）

！

銘品館シルクピアと「からりこ館」（右奥）

トイアフ
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消
費
地
に
遠
く
、
生
産
規

模
が
小
さ
く
、
そ
し
て
労
働

力
が
高
齢
化
し
て
い
る
中
山

間
地
域
。
「
農
業
経
済
学
」

的
に
は
条
件
不
利
と
さ
れ
る

こ
の
地
だ
が
、
「
農
村
社
会

学
」
的
に
は
条
件
有
利
性
も

持
っ
て
い
る
。

都
市
に
な
い
、
農
村
独
自

の
景
観
や
自
然
環
境
が
豊
か

で
、
小
さ
く
て
も
温
も
り
が

感
じ
ら
れ
る
安
心
・
安
全
の

農
産
物
が
あ
り
、
心
豊
か
な

人
生
経
験
を
有
す
る
人
々
が

住
む
村
々
が
、
そ
こ
に
は
あ

る
。
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
と
っ
て
は
、
絶
好
の

感
動
交
流
舞
台
な
の
で
あ

る
。雪

深
い
鳴
子
の
地
で
、
多

く
の
人
々
の
熱
い
思
い
で
誕

生
し
た
「
ゆ
き

む
す
び
」。

尊
い
人
命
の

よ
う
に
、
人
々

を
結
ぶ
崇
高
な

価
値
を
秘
め
た

こ

の

米

に

「
命
」
を
吹
き

込
み
、
そ

の

「
命
」
を
い
た

だ
き
「
心

あ

る
」
人
々
の
人

生
が
豊
か
に
な

る
こ
と
を
、
心

か
ら
祈
念
し
た

い
。世

相
が
暗
い
も
の
に
な
り

つ
つ
あ
る
今
日
、
新
た
な
年

の
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
希
望

の
米
が
、
次
世
代
の
命
に
つ

な
が
る
よ
う
、
多
様
な
関
係

性
の
構
築
を
目
指
し
た
い
。

人
間
の
根
源
的
価
値
で
あ

る
命
と
心
の
保
全
。
今
こ
そ

そ
の
価
値
再
生
に
向
け
た
、

地
に
足
の
付
い
た
実
践
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
実
現
の
糧

と
し
て
行
い
た
い
も
の
で
あ

る
。「

書
を
捨
て
、
野
に
出
よ

う
！

そ
し
て
命
を
育
も

う
！
」。

（
日
本
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
代
表
理
事

東
洋
大
学

教
授
・
青
木
辰
司
）

昨
秋
、
日
光
砂
防
を
見
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
北
側

一
雄
・
前
国
土
交
通
大
臣
が

富
山
の
立
山
砂
防
を
視
察
、

幸
田
文
の
著
作
『
崩
れ
』
と

い
う
名
文
を
読
ま
れ
、
砂
防

の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

男
体
山
は
海
抜
２
５
０
０

㍍
を
少
し
下
回
る
山
で
、
砂

防
堰
堤
は
１
１
０
０
㍍
に
あ

り
ま
す
。
１
９
７
４
年
（
昭

和
４９
年
）
か
ら
８
年
か
け
て

か
さ
上
げ
す
る
ま
で
は
非
常

に
小
さ
な
ダ
ム
で
、
河
口
の

被
害
も
あ
り
ま
し
た
。
下
か

ら
セ
メ
ン
ト
を
運
び
、
付
近

の
石
を
基
に
し
た
自
然
景
観

豊
か
な
堰
堤
で
す
。
当
初
計

画
し
た
高
さ
は
４
０
０
～
５

０
０
㍍
で
す
が
、
そ
れ
で
は

災
害
を
防
げ
な
い
と
、
１
１

０
０
㍍
ま
で
高
く
す
る
た

め
、
工
事
用
道
路
を
作
り
立

派
な
砂
防
堰
堤
を
築
き
ま
し

た
。
完
成
以
来
大
き
な
災
害

は
な
い
そ
う
で
す
。

工
事
用
道
路
を
使
わ
ず
に

行
け
る
手
前
の
砂
防
堰
堤
は

開
放
し
、
見
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は

１
１
０
０
㍍
の
所
を
見
て
、

こ
こ
が
た
び
た
び
土
砂
被
害

を
受
け
た
地
域
で
、
家
康
を

祀
っ
た
東
照
宮
も
堰
堤
で
守

ら
れ
て
い
る
の
だ
、
と
肌
感

覚
で
実
感
で
き
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
は
文

化
の
違
い
も
あ
り
ま
す
が
、

自
然
条
件
の
厳
し
さ
の
違
い

も
あ
る
、
と
思
い
ま
す
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
は
、
山
が
高
く
厳

し
い
か
ら
、
平
地
に
城
壁
を

築
い
た
シ
テ
ィ
に
住
ん
で
い

ま
す
。

わ
が
国
は
、
温
暖
で
山
里

に
住
み
や
す
い
半
面
、
地
震

も
あ
る
な
ど
厳
し
い
面
は
多

々
あ
り
「
脆
弱
国
土
」
と
言

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

地
域
に
住
む
こ
と
で
、
地
域

が
培
っ
て
き
た
地
域
文
化
や

歴
史
な
ど
も
継
承
さ
れ
る
と

思
う
の
で
す
。

都
市
と
地
方
の
地
域
格
差

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

過
疎
で
老
人
世
帯
が
多
い

「
限
界
集
落
」
な
ど
の
問
題

は
き
ち
ん
と
対
応
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
山

里
や
中
山
間
地
域
と
い
わ
れ

る
所
を
一
定
レ
ベ
ル
で
保
全

す
る
こ
と
で
、
日
本
の
自
然

環
境
が
守
ら
れ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

多くの人々の思いが結集！（昨年１２月の交流感謝祭）

米プロジェクトの生産者を

訪れ、農業の現状への思い

を伝える大学生

８

谷口 博昭

ハロハロ

国土交通省技監

国
土
と
歴
史
文
化
の
継
承

５
月
下
旬
、
残
雪
の
中
の
田
植
え
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宮
城
県
大
崎
市
鳴
子
で
２
０
０
７
年
末
、
う
れ
し

い
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
た
。
中
山
間
地
域
の
冷
酷
な
条

件
で
も
育
つ
�
希
望
の
米
�
が
、
誕
生
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
名
は
「
ゆ
き
む
す
び
」
。
古
川
農
業
試
験

所
が
育
種
し
た
新
品
種
「
東
北
１
８
１
号
」
を
、
地

域
活
性
化
の
切
り
札
と
し
て
見
い
だ
し
、
０７
年
に
試

作
し
た
米
が
、
正
式
に
宮
城
県
の
奨
励
品
種
に
認
定

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

鳴
子
は
、
温
泉
地
と
し
て

名
高
い
観
光
地
で
あ
る
。
し

か
し
、
山
間
地
域
を
多
く
抱

え
、
米
価
の
低
落
と
耕
作

条
件
の
困
難
性
か
ら
、
農

業
生
産
の
維
持
が
危
ぶ
ま
れ

た
。転

機
は
３
年
前
に
遡
る
。

第
２
回
全
国
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

宮
城
鳴
子
大
会
が
、
こ
の
地

で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら

多
く
の
実
践
者
が
集
い
、
交

流
を
通
し
た
地
域
活
性
化
や

農
業
・
農
村
の
多
面
的
な
価

値
の
創
造
を
目
指
す
大
会
宣

言
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
基
本
で

あ
る
、
農
業
の
基
盤
を
確
か

な
も
の
に
す
る
た
め
、
基
幹

的
作
物
で
あ
る
米
の
生
産
・

販
売
を
多
角
的
に
展
開
す
る

「
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
開

始
さ
れ
た
。

そ
の
検
討
は
、
米
の
生
産

費
保
障
、
容
器
の
工
夫
、
料

理
法
の
開
拓
と
多
方
面
に
わ

た
り
、
農
家
は

も
ち
ろ
ん
旅
館

関
係
者
、

住

民
、
行
政

な

ど
、
多
方
面
か

ら
の
参
加
が
あ

っ
た
。

そ
の
中
で
、

中
山
間
地
域
の

不
利
な
条
件
を

克
服
す
る
耐
冷

品
種
と
し
て
白

羽
の
矢
が
立
っ

た
の
が
「
東
北

１
８
１
号
」
で

あ
っ
た
。
試
作

米
の
評
価
は
非

常
に
高
く
、
も

ち
米
に
近
い
粘

り
が
あ
り
、
冷

め
て
も
味
が
落

ち
な
い
。

地
元
の
温
泉

組
合
で
も
積
極

的
に
地
場
産
米
と
し
て
購
入

し
、
０７
年
産
米
は
既
に
完

売

と

い

う
人

気

を

呼

ん

だ
。
販
売
価
格
は
、
１
俵（
６０

㌔
㌘
）
当
た
り
２
万
４
０
０

０
円
と
、
高
品
質
米
と
い
わ

れ
る
米
に
匹
敵
す
る
価
格
で

あ
る
。

今
年
は
さ
ら
に
生
産
面
積

を
広
げ
、
地
元
の
消
費
者
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
鳴
子
を

訪
れ
る
人
々
へ
の
提
供
も
始

め
た
い
、
と
夢
が
膨
ら
む
。

こ
の
「
ゆ
き
む
す
び
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
は
、
劣

悪
な
条
件
を
克
服
す
る
た
め

に
多
く
の
人
々
が
つ
な
が

り
、
そ
の
知
恵
と
技
術
と
支

援
、
理
解
に
よ
っ
て
、
都
市

と
農
村
、
農
村
内
の
集
落

間
、
そ
し
て
米
に
関
わ
る
異

文
化
間
の
絆
が
、
ま
さ
に「
結

ば
れ
た
」
こ
と
に
あ
る
。

国
民
の
米
離
れ
と
国
際
競

争
の
激
化
に
よ
っ
て
、
米
価

は
低
落
を
極
め
、
大
規
模
農

家
で
さ
え
も
離
農
の
憂
き
目

を
見
る
人
が
少
な
く
な
い
。

食
料
自
給
率
の
低
下
や
、

農
業
後
継
者
難
、
都
市
と
地

方
の
格
差
が
問
題
化
し
て
い

る
中
で
、
市
場
原
理
を
超
え

る
人
間
的
な
交
流
原
理
に
よ

っ
て
、
「
ゆ
き
む
す
び
」
へ

の
夢
が
広
が
っ
て
い
る
の

だ
。
食
の
安
全
・
安
心
が
叫

ば
れ
る
今
日
、
地
産
地
消
の

機
運
の
高
ま
り
と
も
相
俟
っ

て
、
期
待
が
膨
ら
む
の
は
当

然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。

好
評

「
ゆ
き
む
す
び
」
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り

農
家
・
旅
館
・
住
民
・
行
政
…

宮城県大崎市

鳴子地区

米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
開

「
冷
め
て
も
味
が
落
ち
な
い
」と
完
売

応
援
者
も
参
加
…
棚
田
で
の
収
穫
風
景
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今
、
話
題
の
ク
ル
ク
ミ
ン
含
有
量
の
豊
富
な
ウ
コ
ン
（
秋
ウ
コ
ン
）

を
原
料
に
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
糖
蜜
と
乳
酸
菌
を
使
っ

た
独
自
の
発
酵
技
術
で
生
ま
れ
た
発
酵
ウ
コ
ン
。
お
い
し
く
、
飲
み
や

す
く
な
っ
て
、
さ
ら
に
ミ
ネ
ラ
ル
分
ア
ッ
プ
。

こ
れ
が
、
新
時
代
の
ウ
コ
ン
。
沖
縄
の
豊
か
な
自
然
と
め
ぐ
み

先
進
バ
イ
オ
技
術
が
や
さ
し
く
育
ん
だ
長
寿
の
島
の
ヘ
ル
シ
ー
な
発
酵

ウ
コ
ン
で
す
。

２
５
０
粒

入

（
￥
２
９

４

０
）問

い
合
わ
せ

先
‥（
株
）琉
球

バ
イ
オ
リ
ソ
ー

ー
ス
開
発

（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジh
t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
R
B
R
.
c

o
.
j
p
/

）

東
京
国
立

博
物
館
・
平

成
館
（
東
京

都
台
東
区
）

で
３
月
２５
日

か
ら
６
月
８

日
ま
で
。
平

城
遷
都
１
３

０
０
年
を
記

念
し
て
開
催
。
日
本
仏
教
彫
刻
の

最
高
傑
作
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら

れ
る
金
堂
の
日
光
・
月
光
菩
薩
立

像
（
国
宝
）
が
そ
ろ
っ
て
寺
外
で

初
め
て
公
開
さ
れ
ま
す
。

日
本
人
の
心
の
故
郷
と
も
い
う

べ
き
「
ま
ほ
ろ
ば
」
奈
良
の
都
。

そ
の
中
で
最
も
古
い
薬
師
寺
の
歴

史
と
美
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
お
届
け

す
る
こ
の
展
覧
会
は
、
空
前
絶
後

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
質
の

高
さ
を
誇
る
も
の
で
す
。

創
業
嘉
永
２
年
。
海
苔
ひ
と
す

じ
の
山
本
海
苔
店
。
明
治
２
年
に

は
初
め
て
味
附
海
苔
を
考
案
し
ま

し
た
。
そ
の
味
を
現
代
風
に
ア
レ

ン
ジ
し
２
枚
の
味
附
海
苔
で
ご
ま

・
う
め
・
玄
米
な
ど
の
具
材
を
サ

ン
ド
し
短
冊
型
に
仕
上
げ
た
「
お

つ
ま
み
海
苔
」
。
お
子
様
の
お
や

つ
や
、
ス
ナ
ッ
ク
、
お
酒
の
お
つ

ま
み
な
ど
に
、
ご
家
族
の
皆
様
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

提
供

株
式
会
社
山
本
海
苔
店

お
問
合
せ

お
客
様
セ
ン
タ
ー


０
１
２
０-

３
８
０
２
６
１

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
y
a
m
a
m
o
t
o
-

n
o
r
i
t
e
n
.
c
o
.
j
p

１
、
横
浜
・
横
須
賀
・
川
崎
の
あ
る
県
は

２
、
パ
パ
が
父
な
ら
マ
マ
は
？

３
、
連
続
ド
ラ
マ
は
毎
回
、
○
○
○
が
気
に
な
り

ま
す

５
、
梅
の
名
産
地
で
す

６
、
国
内
最
南
端
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
Ａ
の
競
馬
場
と
い

え
ば
？

８
、
お
近
く
で
す
ね

１１
、
か
つ
て
コ
コ
に
は
国
技
館
が
あ
り
ま
し
た

１３
、
あ
っ
と
い
う
間
な
ん
で
す

１５
、
○
○
ビ
ー
ル
を
注
文
。
グ
ラ
ス
は
人
数
分
持

っ
て
き
て
ね

１７
、
「
○
○
○
○
○
の
か
ほ
り
」

１９
、
○
○
○
が
高
い


２１
、
サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
○
○
○
○

２３
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
っ
て
た
飲
み
物
が
○
○

に
な
っ
た
か
ら
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
補
充
し

な
き
ゃ
！

２４
、
「
こ
の
土
地
は
私
の
も
の
で
す
！
」
地
主
が

○
○
○
を
主
張
す
る

２６
、
柚
子
で
も
な
け
れ
ば
酢
橘
で
も
な
い

２８
、
白
○
○
ハ
ッ
キ
リ
し
ま
し
ょ
う

２９
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
○
○
は
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
に
あ

り
ま
す

１、みなとみらい２１の街区○○○○状況を知
りたい！

４、ルートプレスは「道の○○」で入手するこ
とができます

７、８月の陰暦は？
９、香川県はここにあります

１０、名画はコレに入れて飾りましょう

１２、お酒は飲んじゃダメですよ！

１４、埼玉県蕨市の「蕨」何と読む？

１６、軽視できない。ということは…？

１８、アパートよりもこっちに住みたい（作者談）

２０、北海道では○○出没注意！？

２１、お金は貸せないけれど○○は貸すよ

２２、旅のお供に。最近ではデジタルが主流にな
りました

２３、記者○○○○で全貌を話す

２５、アニメの「ヤッターマン」では戦闘○○が
大活躍⁉

２７、字は違うけれど、千葉県には春の花の地名
があります

２９、多忙のため、出張先から○○○帰りで
戻ってきた

３０、高速道路でも時速１００○○以上で走
るのは…

３１、○○⇄有料

●プレゼント希望の方は希望商品番号（１～

３のうち１点）を記入し、①氏名②郵便番号・

住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新

聞を手に入れた場所⑨今号で一番良かった記事⑩そ

の他のご意見・ご感想をはがきに明記し、〒１０５‐０００１東京

都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人 人と

道研究会「１７号プレゼント係」宛、３月３１日必着でお送りくださ

い。発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

道の駅文庫

「
人
は
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
若
く
な
る
」
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
は

言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
成
熟
し
な
が
ら
、
健
康
で
、
楽
し
く
、
美
味

し
く
暮
ら
し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
気
持
ち
で
人
生
の
道
を
歩
い
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

道
の
駅
文
庫
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
太
陽
や
風
を
感
じ
ら
れ

る
す
ぐ
れ
た
図
書
を
選
定
し
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

①
「
醗
酵
ウ
コ
ン
粒
」
を

１０
名
様
に

★
タ
テ
の
鍵

▼応募方法

がんばれ！銚子電鉄

ローカル鉄道とまちづ

くり

向後 功作 著

定価１４７０円（税込）

●クロスワードパズルの答Ａ～Ｆを記入し、①氏名②郵便番号・

住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新聞を手に入れ

た場所⑨今月号で一番良かった記事⑩その他のご意見・ご感想を

はがきに明記し、〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１虎ノ門

パストラル内 ＮＰＯ法人 人と道研究会「１７号クロスワード

係」宛、３月３１日必着でお送りください。パズルの正解者には抽

選で３０名様に記念品をプレゼントします。

第１６号の１４面「日本の米カレンダー」の中で、「島根県

太田市」とあるのは「島根県大田市」の誤りでした。

と

６

２６

ん

Ｅ

地
方
鉄
道
は
全
国
で
１００
社
近
く
あ
り
、
７
割
が
赤
字
で
存
廃

の
危
機
に
あ
る
。
原
因
は
大
別
し
て
３
つ
。
第
１
は
人
口
減
に

よ
る
利
用
客
数
の
減
少
。
第
２
は
利
用
客
の
質
の
変
化
。
地
方

鉄
道
最
大
の
利
用
者
は
高
校
生
で
、
通
学
定
期
だ
か
ら
割
引
乗

車
と
な
り
、
収
入
が
増
え
な
い
。
第
３
は
バ
ス
を
含
め
た
自
動

車
利
用
者
の
増
大
だ
。
社
会
構
造
の
変
化
と
軌
を
一
に
し
、
自

治
体
や
住
民
支
援
が
欠
か
せ
な
い
の
が
現
実
だ
。

銚
子
鉄
道
は
千
葉
県
の
東
端
、
銚
子
駅
か
ら
犬
吠
埼
、
終
点

の
外
川
駅
ま
で
全
長
６
・
４
㌔
の
ロ
ー
カ
ル
私
鉄
。
２
０
０
６

年
１１
月
、
約
１
０
０
０
万
円
の
車
両
検
査
費
が
捻
出
で
き
な
く

な
っ
た
。
前
社
長
が
業
務
横
領
で
逮
捕
さ
れ
銀
行
融
資
が
ス
ト

ッ
プ
、
県
や
地
方
自
治
体
も
補
助
金
停
止
。
電
車
が
走
れ
な
け

れ
ば
会
社
は
潰
れ
る
。

社
員
は
全
員
で
地
元
企
業
な
ど
に
支
援
を
要
請
。
電
鉄
の
副

業
「
ぬ
れ
煎
餅
」
の
購
入
と
電
車
利
用
を
訴
え
た
。
こ
の
支
援
要

請
文
を
社
員
の
一
人
が
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
こ

と
か
ら
本
書
の
物
語
が
始
ま
る
。「
運
行
維
持
の
た
め
ぬ
れ
煎
餅

を
買
っ
て
下
さ
い
。
電
車
修
理
代
を
稼
が
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い

ん
で
す
」
。こ
れ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
や
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ

ト
で
紹
介
さ
れ
、
全
国
か
ら
ぬ
れ
煎
餅
の
注
文
が
殺
到
。
２
週

間
足
ら
ず
で
１
万
件
の
注
文
が
あ
り
、
Ｔ
Ｖ
・
マ
ス
コ
ミ
で
電

鉄
の
危
機
と
ぬ
れ
煎
餅
が
報
道
さ
れ
、
客
が
急
増
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
媒
介
に
「
銚
子
電
鉄
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」

が
結
成
さ
れ
市
民
も
合
流
。
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の
支
援
も
あ
り
銚

子
電
鉄
は
経
営
危
機
を
脱
し
た
。
本
書
は
、
社
員
が
こ
の
体
験

を
書
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
著
者
は
地
方
鉄
道
の
生
き

残
り
は
ま
ち
づ
く
り
に
あ
る
、
と
言
う
。
高
齢
化
と
過
疎
化
が

進
む
地
方
で
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
鉄
道
が
あ
る
こ
と
は

住
民
の
誇
り
だ
が
、
効
率
重
視
へ
シ
フ
ト
す
る
流
れ
が
続
く
今

日
、
地
方
鉄
道
を
支
え
る
現
場
は
悩
み
が
多
い
。
銚
子
電
鉄
の

挑
戦
は
大
い
に
参
考
に
な
る
。

ぜ

１７

２０

２５

□ー

Ｃ

■ナ

れ

５

９

２９

□ー

ぷ

■コ

４

１３

２２

パズル制作・構成：Zero Page

Ｆ

８

１６

２４

Ｄ

Ｂ

③
お
つ
ま
み
海
苔
を
１０

名
様
に

②
「
国
宝

薬
師
寺

展
」

招
待
券
を
ペ
ア
１０
組
に

３

１２

１９

３１

★

２

７

１５

２３

１１

１８

２８

Ａ

訂正

１

１０

１４

２１

２７

３０

▶
応
募
方
法

★

１６号の正解は

「ニューイヤー」でした

★ヨコの鍵

★

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

人
と
道
パ
ズ
ル
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★
仲
介
役
を
期
待

こ
の
欄
や
読
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
、
と
て
も
貴
重
な
提

言
が
あ
り
、
本
紙
に
は
実

現
の
た
め
の
仲
介
的
役
割
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
政
治
家

の
方
々
に
も
ぜ
ひ
読
ん
で
い

た
だ
き
、
良
い
ア
イ
デ
ア
に

つ
い
て
は
、
そ
の
実
現
に
努

力
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
（
宮
崎
市

無
職
・
６６

歳
）★

郷
土
を
活
か
す

本
紙
１６
号
「
ハ
ロ
ハ
ロ

地
方
の
個
性
活
か
し
」
を
読

み
、
ひ
と
り
う
な
ず
き
ま
し

た
。
私
の
住
む
地
区
で
は
人

口
減
少
・
高
齢
化
が
進
み
、

こ
れ
と
い
っ
た
産
業
（
特
産

品
）
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
慢

で
き
る
の
は
都
会
の
人
に
は

味
わ
え
な
い
、
お
い
し
い

水
、
空
気
、
食
物
で
、
こ
れ

ら
を
活
か
す
道
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
（
島
根
県

川
本
町

主
婦
・
６１
歳
）

★「
旅
の
目
的
」に

道
の
駅
は
、
当
初
の
「
旅

を
快
適
に
す
る
た
め
の
補
助

施
設
」
の
役
割
か
ら
、
利
用

者
、
駅
運
営
者
、
周
辺
住
民

ら
の
努
力
で
「
旅
の
目
的
」

に
な
る
ま
で
進
化
し
た
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
利
用
し
や

く
す
る
た
め
、
本
紙
の
記
事

や
コ
ラ
ム
は
運
転
者
必
読
で

す
。
（
三
重
県
阿
山
町

主

婦
・
３８
歳
）

★
少
し
寂
し
い
な

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
付
け
て
２
年
。

料
金
所
ス
ル
ー
で
時
間
短
縮

に
な
り
ま
す
が
、
一
つ
�
マ

イ
ナ
ス
（
？
）�
が
―
。
東

京
へ
で
か
け
る
と
首
都
高
に

入
る
と
き
に
料
金
所
の
係
員

の
方
に
道
を
確
認
し
て
い
ま

し
た
。
で
も
Ｅ
Ｔ
Ｃ
で
は
対

話
は
な
く
、
道
は
自
分
で
探

索
。
ち
ょ
っ
と
味
気
な
い
気

が
し
ま
す
。
（
秋
田
市

パ

ー
ト
・
４０
歳
）

★
駅
長
目
指
す
！

本
紙
「
こ
ん
に
ち
は
」
の

欄
は
、
各
地
の
道
の
駅
で
、

駅
長
さ
ん
た
ち
が
活
躍
し
て

い
る
様
子
を
伝
え
て
く
れ
ま

す
。
女
性
駅
長
も
多
い
よ
う

で
す
。
読
ん
で
い
る
と
、
私

も
な
っ
て
み
た
い
！
と
い
う

夢
が
ふ
く
ら
ん
で
き
ま
す
。

（
愛
知
県
小
牧
市

会
社
員

・
２９
歳
）

★
タ
イ
ヤ
の
行
方

本
紙
前
号
の
「
廃
タ
イ
ヤ

を
道
路
舗
装
に
」
を
読
ん
で

な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。

車
社
会
で
常
に
生
じ
る
古
タ

イ
ヤ
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
大

変
重
要
な
こ
と
で
す
。
今
後

も
産
学
官
が
力
を
合
わ
せ
て

研
究
を
続
け
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
（
三
重
県
松
阪
市

無
職
・
６６
歳
）

★
行
っ
て
み
た
い

道
の
駅
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

市
・
山
岡
」
（
岐
阜
県
恵
那

市
）
の
記
事
を
読
み
、
ぜ
ひ

行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

名
前
も
気
に
な
り
ま
す
が
、

ご
高
齢
で
元
気
に
働
い
て
お

ら
れ
る
職
員
の
方
々
に
会
っ

て
、
パ
ワ
ー
を
頂
き
た
い
の

で
す
！
お
じ
い
ち
ゃ
ん
パ
ワ

ー
も
女
性
に
負
け
ず
、
頑
張

っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い

な
あ
と
思
い
ま
す
。
（
宮
崎

県
高
千
穂
町

販
売
員
・
２８

歳
）★

地
域
も
活
性
化

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山

岡
」
で
の
彼
女
た
ち
の
活
躍

を
知
り
、
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
料

理
は
、
か
っ
こ
う
は
よ
く
な

い
け
れ
ど
、
素
材
の
よ
さ
を

生
か
し
た
体
に
い
い
も
の
が

多
く
、
私
は
大
好
き
で
す
。

元
気
な
お
年
寄
り
が
地
域
も

活
性
化
さ
せ
て
い
る
―
―
こ

ん
な
道
の
駅
に
感
動
を
覚
え

ま
し
た
。
（
福
島
市

公
務

員
・
４４
歳
）

★
せ
め
て
分
煙
を

公
共
施
設
で
の
禁
煙
が
進

ん
で
い
る
中
で
、
残
念
な
が

ら
分
煙
も
で
き
て
い
な
い
道

の
駅
が
あ
り
ま
し
た
。
気

管
の
弱
い
方
は
ほ
ん
と
う
に

困
っ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
は

な
ん
で
も
「
日
本
一
」
ぐ
ら

い
の
意
識
を
持
っ
て
運
営
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
（
広

島
県
尾
道
市

主
婦
・
６０

歳
）★

高
速
道
路
を
！

福
岡
か
ら
夫
の
実
家
の
あ

る
宮
崎
県
延
岡
に
帰
省
し
た

際
、
高
速
道
路
が
あ
る
福
岡

―
熊
本
間
は
１
時
間
弱
、
し

か
し
熊
本
―
延
岡
間
は
３
時

間
か
か
り
ま
し
た
。
熊
本
―

延
岡
の
方
が
少
し
長
い
だ
け

な
の
に
３
倍
も
。
高
速
道
路

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し

て
、
地
域
間
が
円
滑
に
移
動

で
き
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

（
福
岡
県
粕
屋
町

主
婦
・

２９
歳
）

★
農
地
を
考
え
る

各
地
を
巡
っ
て
い
る
と
、

休
耕
田
が
目
に
付
き
、
日
本

の
農
地
は
荒
廃
の
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
食
糧
自
給
率
が
先
進
国

の
中
で
低
い
今
、
将
来
が
心

配
で
す
。
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
た
め
に
作
物
を
作
る
と
か

い
わ
れ
ま
す
が
、
も
っ
た
い

な
い
気
が
し
ま
す
。
（
宇
都

宮
市

無
職
・
７０
歳
）

★
会
社
の
仲
間
と

会
社
の
仲
間
５
人
で
初
め

て
遠
出
の
ド
ラ
イ
ブ
に
で
か

け
ま
し
た
。
道
の
駅
を
実
際

に
利
用
し
た
の
も
初
め
て
。

こ
ん
な
に
盛
り
だ
く
さ
ん
の

情
報
で
ド
ラ
イ
バ
ー
を
迎
え

て
く
れ
る
な
ん
て
、
思
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
冬
で

も
地
元
の
農
産
物
な
ど
が
ズ

ラ
リ
。
こ
れ
か
ら
は
道
の
駅

を
目
当
て
に
で
か
け
よ
う
ね

と
、
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
（
愛
知
県
蒲
郡
市

会

社
員
・
３１
歳
）

★
子
供
用
便
器
を

先
日
、
家
族
で
近
く
の
道

の
駅
へ
。
２
歳
と
５
カ
月
の

子
供
が
パ
パ
と
お
し
っ
こ
に

行
っ
た
の
で
す
が
、
子
供
用

が
な
く
、
ち
ょ
っ
と
不
便
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
５
カ
月
の

子
供
も
い
ま
す
が
、
お
む
つ

換
え
の
シ
ー
ト
が
女
子
ト
イ

レ
に
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
、

と
思
い
ま
し
た
。
（
大
阪
市

主
婦
・
３５
歳
）

★
孫
に
教
え
ら
れ

家
族
で
道
の
駅
に
行
っ
た

と
き
の
こ
と
で
す
。
「
ゴ
ミ

を
捨
て
て
お
い
で
」
と
幼
稚

園
の
孫
に
言
っ
た
と
こ
ろ
、

「
ゴ
ミ
は
持
っ
て
帰
る
の
」

と
た
し
な
め
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
「
歳
を
え
て

孫

に
マ
ナ
ー
を

教
え
ら
れ
」

（
岡
山
県
津
山
市

教
委
嘱

託
・
７８
歳
）

★
障
害
者
と
の
旅

東
北
６
県
の
道
の
駅
を
完

走
し
ま
し
た
。
身
体
障
害

者
の
方
と
一
緒
の
ド
ラ
イ
ブ

で
し
た
が
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
を
持
つ
方
々
に
や
さ
し

く
な
い
構
造
の
駅
も
け
っ
こ

う
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
（
秋

田
県
大
仙
市

無
職
・
６５

歳
）★

必
要
な
整
備
を

地
域
に
と
っ
て
、
ま
だ
ま

だ
道
路
整
備
が
必
要
で
す
。

都
会
に
は
、
田
舎
に
新
規
の

道
路
は
不
要
と
言
う
人
が
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
部
外
者
の

暴
論
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
（
新
潟
県
関
川
村

会

社
員
・
３６
歳
）

★「
お
互
い
さ
ま
」

道
の
駅
で
の
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
、
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私

は
、
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
社

会
全
体
が
悪
く
な
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
と
て
も

悲
し
い
こ
と
で
す
。
「
お
互

い
さ
ま
」
「
あ
り
が
と
う
」

「
お
陰
さ
ま
」
の
気
持
ち
を

み
ん
な
で
取
り
戻
し
ま
し
ょ

う
。
（
千
葉
県
習
志
野
市

無
職
・
６５
歳
）

★
川
柳
を
ど
う
ぞ

前
号
の
投
書
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
レ

ー
ン
と
一
般
車
線
と
の
区
別

を
も
っ
と
早
く
か
ら
分
か
る

よ
う
に
」
と
い
う
指
摘
、
私

も
全
く
同
感
で
す
。
定
年
後

の
夫
婦
ド
ラ
イ
ブ
で
川
柳
ひ

と
つ
。
「
ド
ラ
イ
ブ
の

一

服
感
だ
よ

道
２１
」
（
福
島

県
伊
達
市

無
職
・
６５
歳
）

このコーナーでは、道の駅をは

じめ、農家レストランや、道路な

どに関する読者の皆様のさまざま

な声を紹介していきます。

お便りはハガキで〒１０５－０００１

東京都港区虎ノ門４－１－１

虎ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人

人と道研究会「第１７号読者の声

係」宛にお寄せください。

また読者専用のメールＢＯＸ

（dokusya@route-press 21 st.jp）

もあります。お便りのほか、写真

の投稿も大歓迎です。採用分には

記念品をプレゼントします。

マ

キ

シ
ナ

セ

真
木
の
葉
の

萎
ふ
背
の
山

忍
ば
ず
て

我
が
越
え
ゆ
け
ば

木
の
葉
知
り
け
む

（
万
葉
集
・
巻
三
・
二
九
一
番
）

し
お

せ

真
木
の
葉
が
萎
れ
て
い
る
背
の
山
よ
。
大
和
に

残
し
た
妻
が
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
が
、
辛
抱
し
て

私
が
越
え
て
ゆ
く
の
で
、
真
木
の
葉
が
私
の
心
に

し
お

感
応
し
て
、
あ
の
様
に
萎
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

×

×

×

ひ
の
き

シ
ナ

真
木
は
立
派
な
木
。
桧
の
美
称
。
萎
ふ
は
、
桧
の

下
向
き
の
枝
付
き
状
態
を
、
元
気
の
な
い
様
子
と
見

つ
な

取
っ
た
心
情
表
現
語
で
、「
知
り
け
む
」
に
繋
ぐ
。

こ
と
ぬ
し

作
者
・
小
田
事
主
は
、
公
務
で
旅
立
つ
―
―
川
を

渡
り
、
山
を
越
え
る
ご
と
に
、
い
と
し
い
妻
か
ら
遠

ざ
か
る
―
―
し
き
り
に
思
わ
れ
る
も
我
慢
・
辛
抱
し

せ

せ

て
旅
す
る
。
山
の
名
は
、「
背
の
山
」。
そ
し
て「
夫
」。

感
応
す
る
葉
に
、
活
力

・
元
気
を
も
ら
う
―
―
。

万
葉
人
は
、
単
純
・
素

朴
に
、
し
か
も
、
利
口
に

こ
く
ふ
く

現
実
克
服
を
す
る
の
だ
。

セ

コ

我
が
夫
子
に

我
が
恋

ヤ
ド

ひ
を
れ
ば

我
が
宿
の

草
さ
へ
思
ひ

う
ら
枯
れ
に
け
り（
二
四
六
五
番
）

私
が
あ
の
人
に
恋
い
焦
が
れ
て
い
る
と
、
我
が

わ
ず
ら

な
ら

家
の
草
ま
で
が
、
私
の
患
う
心
に
倣
っ
て
ぐ
ん
な

り
と
し
て
し
ま
っ
た
ナ
ア
。

×

×

×

あ
る

じ

草
ま
で
が
女
主
人
の
心
を
察
知
し
て
、
感
応
・
同

化
し
て
い
る
姿
を
―
―
人
間
と
自
然
と
の
交
感
・
交

こ
ん
ぱ
る
ぜ
ん
ち
く

流
の
世
界
を
唱
っ
て
い
る
。
室
町
時
代
の
金
春
禅
竹

ば

し
ょ
う

の
能
作
品
「
芭
蕉
」
は
、
植
物
の
芭
蕉
が
、
有
情
の

女
と
な
り
活
動
す
る
物
語
で
、
非
情
の
モ
ノ
が
有
情

世
界
へ
の
参
入
を
語
っ
て
い
る
。

う
や
ま

「
草
木
に
言
問
ふ
」古
代
人
は
、自
然
を
尊
び
敬
い
、

せ
つ

り

そ
の
摂
理
に
随
っ
て
生
き
た
の
で
あ
る
。
人
間
は
自

ほ
う
か
つ

然
に
包
括
さ
れ
る
存
在
―
―
一
元
論
自
然
観
は
東
洋

人
の
産
物
で
あ
る
。
二
極
対
立
の
西
洋
の
二
元
論
で

は
な
か
っ
た
の
だ

思
考
回
路
の
修
正
や
如
何
？

塾生募集中
■ 登録申込書の請求：最寄りの塾または下記ウェブサイトにご請求下さい。ＦＡＸでご

請求の方は「大工育成塾 道２１係」と明記して下さい。
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国土交通省補助プロジェクト 教室講義と現場修業

降り積もった雪のもとに咲くヤ

エカンコウ（東京都日野市で）

「
草
木
に
言
問
ふ
」万
葉
び
と
た
ち

ＴＥＬ／ＦＡＸ

次世代に先達の技を伝えたい。

◆お便り募集

（
学
校
法
人
北
川
学
園
理
事
・
万
葉
研
究
家
）
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